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農地の生産基盤を造成 し,経営の近代化,団地化等により農業振興 を図るための

第 2次農業構造改善事業が帰牛原地区におぃて昭和52年度事業 として実施 されるこ

とにな り, これに関連 して発掘調査 をすることにな りました。帰牛原地区はかねて

より,縄文弥生時代の埋蔵文化財包蔵地 として,帰牛原中原,南原,城本屋遺跡の

存在が確認されておりますので,文化財保護の見地から農業構造改善事業の工事実

施に先だち発掘調査 を行なったものであります。            '

今回は工事用地内の城本屋遺跡を重点に発掘調査 を行 ない,城本屋 より東側につ

いては立合調査にょって進めましたが,予想以上の多量の住居址,土器,石器の出

土 をみることができました。申でも住居址は, 3段 4段の復合住居 t」Lで あ り,祭祀

場 とも思われる場所 も発見され, この城本屋地区が縄文中後期に住みよい集落 とし

て栄えていたことは想像 される事実 を確認できたことは非常に大 きな成果でありま

した。

報告書出版 にあた り, 7月 , 8月 , 9月 とい う炎熱炎天の下 に汗 を流 し,文化財

保護のために御尽 力 をいただいた佐藤甦信調査団長 を始め,発掘調査 にあたられた

調査員,作業員,構造改善実行委員会,地主の各位 に衷心 より厚 く御礼 申 し上 げる

次第であ ります。

日召禾口52年13 月

喬 木 村 教 育 委 員 会

男教育長



例

1.本書は昭和 51年度第 2次農業構造改善事業に伴 う帰牛原城本屋遺跡の発掘調査

報告書である。

2.本 書は報告書作成の期限があ り, このため調査結果にっ いて充分 な検討・研究

がなされず,資料提供 に重点 をおかざるを得 なかった。

3.編集及び執筆 は今村の所見 をいれて佐藤が担当 した。

4.遺構・遺物の作図・写真は佐藤が担当 し,製図は遺構 を中平一夫,遺物 を田口

さなゑに労 をわず らわ した。

5。 遺構実測図の うちピッ ト内, または横 に記 してぁる数字 は床面か らの深 さを響

であらわ し,縮尺は図示 してある。

6.遺物は喬木村教育委員会資料館 に保管 してある。

二一一日
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I.]興

|.自 然 的 環 境

帰牛原城本屋遺跡は長野県下伊那郡喬木村帰牛原3090番地他に所在する。

長野県飯田・下伊那地方は東に赤石山脈が連なり,西に木曽山脈が釜 え,そ の中間 を天竜川が南下 し

て,そ の両側に見事な段丘が発達 している。天竜川の東岸 一 竜東地区は背後には赤石山脈の前面に中

山性の伊那山脈が大西山 (1741π )。 鬼面山 (1889π )。 氏乗山 (1818π )・ 金森山 (1702π )と なって赤石

山脈 と並走 している。伊那山脈の東面は急峻な断崖 をなすが、西面は数列の断層による起伏 をもちなが

ら段丘面に達 し,天竜川の氾濫原へ とさがつている。天竜川の西岸 一 竜西地区に比 し山麓か らのびる

扇状地は狭小で段丘面の幅員 も全般的には狭いが,豊丘村から喬木村にかけての段丘の発達は著 しく、

特 に北か ら豊丘村の二次原 。田村原・林原
。伴野原・喬木村の城原・帰牛原 。伊久間原,さ らに飯田市

下久堅の中尾・庚 申原 と続 く中位段丘面の幅は広 く典型的な段丘地形 を形成 している。

遺跡の所在す る帰牛原は東西に近い方向 (段丘面の中心線はN70° Wを 指す )に連なる段丘で標高 490

～530π の伊那谷第 5段丘面で,洪積中位段丘に位置づ く。 Jし には加 々須川が流れ,西 は天竜 川の

氾濫低地 をのぞみ、南は小川川の支流の鞍馬沢が流れてお り,川 との高距は35π ～77π に達 し,段丘形

成後の浸蝕の盛んであったことを物語 っている。東方は伊那層 よりなる丘陵 となり、その一部が十万山

として南側の鞍馬沢の浸蝕谷に沿って西にのびてきている。丘陵地 と段丘面の境界あたりに部落帰牛原

が立地 してお り,段丘面の東西は1700π ,南北の最大幅は 550π を測 り、台地のほぼ中間部は, くびれ

て狭 くな り南北幅 250π となる。 この くびれ部の北東が城本屋遺跡である。 この中間部の くびれ部 より

東側 に水田が発達 し、西側は中央にやや低い地帯が東西に走 り, ここが水田化 されている以外は桑園 と

野菜畑であり,最近 になって梅.梨の果樹園化がすすんできている。

城本屋遺跡は、北は加々須川の浸蝕谷 (比高70π )に ,南西は帰牛原段丘面に えぐりこむ崖端浸蝕 に

よる滝ノ沢の深い谷によって切 られる独立 した舌状の小台地面に立地 している。標高509π ～512π ,東

西300π ,南北 100π に広がる遺跡である。微地形 をみると,東から南東は扇状地形が丘陵地か ら伊那山

地の山麓へ と続いているが,他は加 々須川 と滝ノ沢の浸蝕崖 に接 し,北から西は急傾斜の崖 となつてい

る。南側 は谷 も浅 く,緩い傾斜 をもちながら谷に落ちている。 この傾斜面に段 々の水田が作 られてお り

ここが今次調査の対象地域である。

滝ノ沢は現在帰牛原用水の落 し水による沢であるが,そ の名の示す ように滝があ り,堅い基盤がここ

で崖端浸蝕 をはばんでいる。滝ノ沢はかつては自然の流路であったもので,砂 と泥の深い堆積が調査地

域の南側にみられ, これが縄文中期末の住居址 を切 っている状態で発見され,縄文中期末以後の氾濫堆

積 を物語 っている。            .

遺跡の地層は水田造成の際動かされ,不定であるが,残 った層序 をみると30の前後の耕土 と黒色土 ,

10∽前後の褐色土があり15の～20"の ローム層があって地山の礫層 となる。地山の礫層は伊那山地 より

の崩落によるもので角礫の花同岩である。

注 1 松島信幸「伊那谷の段丘」1966 下伊那地質資料ra 2
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図 1 帰牛原城本屋遺跡位置図

帰牛原城本屋   2 阿島  3 加 々須川以南  4 里原  5 馬場平
伊久間原   7 帰牛原南原  8 城原   9 郭   10 田本平   11 伴野原
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歴 史 的 環 境

城本屋遺跡は縄文中期加曽利 E式,後期城之内式の遺跡 として知 られてお り,弥生後期の土器片も採

されている。帰牛原台地面での調査は1970年の農適用地調査で,中原では方形周溝墓 2基,十万山西裾

部では縄文中期 (勝坂式 )住居址 2,弥生後期住居址 1,弥生中期 (阿島式 )土城 1を 発掘。し,南原で

は1972年喬木第一小学校建設用地調査で方形周溝墓 5基 を発掘調査 してお り,帰牛原段丘面上の広範な

範囲に縄文 。弥生 。平安時代にわたる集落が展開されているもの と予想されている。台地の西端部に中

原 2号墳があ り,径 7π ,高 さ 2π の墳丘が現存 し,こ こより埴輪片・直刀 。須恵器が出土 したと「下

伊那史第 3巻」は述べている。 この近 くに中原 1号墳があったが崩され,そ の跡はない。

帰牛原周辺の遺跡 を概観すると,同位段丘面では,北にある城原遺跡は弥生後期の土器 が瓦土 を採 る

際に多 くの出土 をみてお り,そ の台地の先端部 には中世の城原城跡がある。つづ く伴野原は1977年調査

では約90の住居址が発掘され,縄文前,中期,弥生後期,平安時代にわたって調査 され,特に組文中期

末の環状集落の存在が確かめ られ,パ ン状炭化物の出土で注 目をあびている。それより北に続 く林原・

田村原遺跡では1975。 1976年の調査で縄文・弥生後期・古墳後期 。平安時代の遺構が発見され,特に田

村原の畑濯工事 に伴 うパ トロー2で各時期にわたる遺構・遺物が発見され,大遺跡であることが確かめ

られた。

帰牛原の南の同位段丘面では鞍馬沢 を距て小川的場遺跡があり,未調査地であるが縄文〕:1期・弥生後

期の遺物が発見されて おり, さらに南の伊久間原遺跡は,昭和27年農道開設時に縄文中期未住居址 3,

古墳時代後期住居址 9が調査 され, また,旧石器 ともみられる石器 をは じめ縄文時代,弥生中・後期 ,

古墳時代の遺物が多 く表採 され大遺跡 として知 られている。

帰牛原段丘崖下の遺跡には,北西の旧喬木第一小学校跡 (現保育園 )の郭遺跡では縄文中期末の完形

土器の出土 をみ,後期堀之内式土器の多 くの出土 をみてお り,1976年保育園建設時調査で弥生中期寺所

式の住居址,阿島式土器 を伴 う土城が発見されており, この西端部に竜東地区唯一の前方後円墳郭一号

墳が あり,段丘崖の中腹に顔花形円筒埴輪の出土 をみた郭 5号墳が僅かに跡 を残 している。郭遺跡 より

一段下がった加 々須川北岸の低位段丘面の阿島遺跡は弥生中期阿島式土器の標準遺跡である。加々須川

.南
岸の低位段丘面には加々須川以南下段地域遺跡があ り,古い須恵器・和泉式の土師器の出土 をみてお

り,'未調査地域であるが弥生・古墳・平安時代にわたる主要な遺跡 と予想される。帰牛原の西の崖下に

里原遺跡があり,馬場平遺跡 。田本平遺跡 とつづ き,縄文・弥生 。古墳 。平安時代の遺物の出土 をみて

お り,特に馬場平遺跡では縄文前期から中期・後期・晩期,弥生中 。後期,古墳時代の遺物の多 くが中

学校建設時に出土 している。

喬木村の富田地区 を除 く古墳は37墳,そ の うち16基は低位段丘面にあり,郭・里原・馬場平付近 にあ

り,そ の他は段丘上,段丘崖腹にある。現在残存する古墳は少な くぅ郭 1号墳は前方部 を欠き,小川塚

穴 6墳は封土は崩され石室 を露出 してお り,里原 1号墳・杉立古墳は墳丘 を僅かに残す状態である。大

原段丘端 にある奴山古墳群 は 6基 の古墳があったが 1・ 3・ 4号墳が残存 してお り,古墳群の形態 を残

す もの として注 目される。消滅古墳 をふ くめこれ ら古墳 より形象埴輪片 。円筒埴輪・鏡 ら玉類・刀剣・

金銅装馬具類の出土 をみたもの もあ り,竜東地区の古墳文化の中心地であったであろうことも推測され

る。

注1 大沢和夫・佐藤  「帰牛原」1971 喬木村教育委員会

注2 佐藤       「帰牛原南遺跡」 1973
-8-



注
　
注
　
注

市村咸人 「下伊那史第 3巻」

豊丘考古学研究室  「伴野原遺跡概報」1977

佐藤。今村正次・酒井幸則他  「田村原遺跡」1974 豊丘村教育委員会

注 6 今村正次

注 7 大沢和夫 。今村善興

注 8 市村咸人

注 9 宮沢恒三・佐藤

「田村原・林原遺跡」1975 豊丘村教育委員会

「田村原遺跡パ トロール概報」 豊丘村教育委員会

「長野県下伊那郡喬木村伊久間原住居址」 信濃 4ノ 12

「郭 5号墳」 下伊那史第 3巻

「喬木村阿島遺跡」1967 長野県考古学会誌第4号

H.発 掘 調 査 経 過

昭和 51年度,喬木村の農業構造改善事業 は帰牛原段丘面のほぼ中間部 か ら東側23.6 haに つ いて実施 さ

れ ることになった。 この工事 区域 内に城本屋遺跡の中心部の南側 が含 まれてお り, この ため工事着工前

に発掘調査 をな し,記 録保存す ることになったのが本次調査 であ る。

図 3 城原遺跡内農業構造改善事業計画区域 (I～ V…調査区M)
×印は以前工事中に遺物出土地

ド
・

１
ヽ
ｆ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
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調査区域の大部分は水田であり,工事 との関係で,中心部1300η'を 休耕田として夏に行 ない,他 を稲

刈後に調査す ることに した。

第 1次調査は昭和51年 7月 22日 か ら 9月 6日 までに1300m′ を,

でに1200読 ',計 2500m2の 全面発掘 を行なう。調査 は水田ごとを 1

を第 2次 に行なう。西の境界の直線 を基準に南 より北へ aob…

グリッドを設定 した。

第 2次調査は11月 8日 より

調査区 とし, 1～ IIIを 第 1

;西 より東へ 1・ 2… の 2

11月 19日 ま

次, Ⅳ・ V

723× 2π の

―ルを行 な広面積 にわたる農業構造改善事業のため,城本屋遺跡以外の地域については工事中パ トロ

い遺構造物の調査 を行 うことに した。

発掘調査 日誌

月 日 天  候 日 誌

5.13 くもり 。雨 午前,教育長 と現地 を祝察

7.13 雨 教育長・佐藤 。今村で調査打合せ、22日 よりi」月査 を決め、準備。

くもり 発掘調査委員会 ― 農業改善事業関係者 と話 し合 い。

は  才■ 器本オ運搬 、 テ ン トリ長り、 草メリ、 ク
゛
リ ッ ド設定 、 1列調査 にかか る。

土城 1号 。2号の検出掘 り上 げ

は   れ 1号住居址検出 土拡 1・ 2号実測

くもり

朝小雨

.調査

|

2号住居址検出

|

土 J広 3号検出・掘 り上 げ
・e列 3・ 5・ 7調査遺構 な し  |〕

は   れ 日曜 日休 み

は   れ 完掘・測量     調査 。覆土に遺物多 し   土城 5・ 6号検出,完掘,測量

は  ″L 37・ 4号住居址検出 1床 面へ遺物多 し

は   れ 調査 4号完掘測量↓

は   れ 調 査 床面へ調査 → 東側の排土作業

は   れ ・
iFil量にかかるが南に広がりをもち調査↓

`ま

  才し i完掘 完掘 ,測量 5号・6号 。1号 。(号 。(号住  土拡 7号検 出

8. 1 は  ″し 日曜 日休 み

は  れ

ギ後雨
|
5号住・6号住。7号住調査

iJlり 量

10号住検出 土拡 8号検出 完掘 ,測量

くもり 。雨 10号住調査 排土作業 午前で作業中止

は   れ

1掘 り上げ測量  8号 。9号住調査`   土城 9。 10号検出 掘 り上げ,測量
11号 。12号 住 を検出掘 り上げ

雨 土器 整理

くもり 8号住調査 13号。14号住検出,13号住完掘。 11号。12号。13号住,土城7号淑1量

7
朝大雨

∠
Fイ麦は″し

午前土器整理

午後作業  8号 住床面 まで掘 る。遺物多 し 7号 住調査

`ま

  /し 日 曜 日 休 み
l
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月 日 天  候 日 誌

8. 9 くもり 。雨 午前作業 床面調査 調 査

くもり
時 々雨

↓

完掘 。調査
|

床面調査  14号住調査

は  才し
15号住検出 6号 住は土拡 Hと なる。 5号住完掘,掘 り上げ

1                        5号
。7号・14号住測量

くもり・晴
15住 の一部 は張 り床,そ の東側 に16住検出…掘 り上 げ

後期深鉢 出土。午後 H調査区ブル トーザで表土排除
調査 → 14住 を切 り,

土城 11調査掘 り上 げ 一

はれ・くもり 午前中作業  H調 査区のブル排土跡の調査…17号～29号住の存在 をた しかめ る

盆 ft.a y D'f tJ'

は  れ

午 後

にわ か雨

30号住検出,17号・20号住掘 り上 げ。水 田造成時 に壁 はけず られ る。 20号住埋

ガメリらり。                  _.
19号 。21号住調査        ■

は  オ■

調

「

査覆土中の遺物多 し。22住の調査,31号・32号住を検出,壁はなく、炉址 と

柱穴のみ。掘■)上げ。20号・22号 。30号・31号 。32号測量

31号理ガメあり。  「 :

は  ″し 完掘    25号 。28号住掘 り上げ測量     33号 住検出 調査

は  れ
朝水路の水が全面 に流入 ,

19号・21号 。17号住測量

ポンプで排 水  17号住掘 り‐上 げ

20号 。31号住埋 ガメ断面調査

は   れ 34号住検出 27号住と切 りあい調査 18号 。33号住完掘j測量

は   れ 日曜 日休 み

は  ″し 27号住 。34号住掘 り上 げ (と もに張床 )

くもり

朝小雨

り,壁 は削 られ る。
・27号住が切 るを検出。

27号住の下 に29号住 を検出。21号住の南に24号住があ

掘 り上げ,測量。24号住 を切 って23号住, さらに21号
26号住 を検出,掘 り上げ,測量

は″し,

くもり

29号住調査 (埋 ガメ,、 東 と北に検出)掘 り上げ測量
23号住調査。複雑 な住居 l■の切 りあい関係 に苦労する。

くもり. 雨 テント移動。35号住,23号住の調査。午後作業中止,土器整理。

は  オ■
29号住埋ガメ断面調査

.↓
掘 り上げ測量 -36号住 を検出,調査

Ⅲ調査区をブル トーザで表土排土

雨 帰牛原発掘調査の今年度,来年度計画を産業課 と話 し合し

は  ″し 日曜 日休 み

くもり,雨
37号住検出査

理

調

整

の

器

区

土

査
　
ｏ

調

止

Ⅲ

・中
。
業

掘

作

一九

で

住

雨

号

後

３６

午

は  ″し
レ
測量,Ⅲ調査区の全面排土作業,37号住,38号住検出掘 り上 げ

9. 1 は  ″し
39号住,40号住検出,掘 り上げ。36号住の北に41号住・42号住検出
Ⅲ調査区の西側は耕作で荒れる。

は  才こ

41号住調査 ,43・ 44号住検出調査。44号住に切 りあう29号住に周溝 をもつを検出 ,

再調査。掘 り上げ実測。切 りあいと地層の複雑 さに苦労。大沢和夫 (午前 )・ 矢亀

勝俊 (午後 )両先生の視察,矢亀先生 より地層の指導

- 11 -



月 日 天  候 日 計
山

9. 3 くもり 。雨 41号・42号・43号住オ屈り■1げ 測量

雨 。くもり 午前土器整理,午後作業 44号住調査,45号住 を36号住の下 に検出調査

は   才し 日曜 日休 み

は   オし
44号・45号住掘 り上 げ測量  1次 調査 を終 え

午後テ ン ト徹収 ,器材の整理 ,運搬
る 。

1次調査終了。以後遺物の整理,復元 をなす。

第 2次 調 査

11.8 器材運搬,テ ン ト張 り,Ⅳ調査区にグリッド設定

午後ブル トーザで表土排除 Ⅳ・ V調査区
土J広 12号検出,掘 り上げ

は才L・ くもり
46号 。47号・48号住,柱列址 Iを 検出調査。 Ill」広12号測量
プル トーザで V調査区の表土排除 (午前 ),編l地状でねばる。

くもり

′
lヽ F同

46号・47号・48号イ主掘 り_Lげ , iサ 11量

4号住に埋 ガメ検出。貯蔵穴検出

li:列址 I調査 , l・ ii列址 IIを 検出

1土
城 13・ 14号 検出完掘

「同 作業不能

は   れ
祭lTittllL?;検 出 断面調査掘 り上 げ オ屈り_上1げ , V言周z墜区にかかる,4)号住

49ザナ生主小灸たL

くもり Ⅳ調査区測量完了
"号
・51号・52号住検出

雨 日曜 日休 み

はれ , 1り1僅

かに凍 る

49・ 50・ 52号 。24号 (一次調査部)住調査

48号住 カマ ド調査

52号住覆土集石調査

くもり,寒い 49号・51号・52号上部集石調査測量。52号住埋 ガメ検出。47号住埋ガメ調査

くもり 完掘:測 量 にかか る

雨 , はれ 前夜か らの雨で遺構水びた し,排水作業。49号・50・ 24号・51号・52号住洲1量

は  オ■

52号住埋 ガメ調査,49号住,52号住 を切 る沼状堆積の調査, V調査区 東か ら

南, 西にかけて,尼 とる少のナ筐千責となる。

テン ト,器材の徹収,現場作業終わる。

11.21
S

12.20

現場作業終了後,工事地域のパ トロールを12月 まで行う1.グ遺構 1ま なく,僅かに

組文中期末の遺物を調査区面の水田で採集。他の地域に:な し。

その後遺物整理 ,実 測,製 図 をな し,報告書の作成 に とりかか る。
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III . li〕層] 査  結

(I)遺構 0遺物

城本屋遺跡で発掘調査 した遺構は次の ようであ る。 (図 4)・

住居址 51    :

1,組文中期末45。 縦文後期 3.弥生時代 2、 .平安時代 l

柱列址  2..,             一

土J広    14                       ,  :

貯蔵穴  1

祭祀址状遺構  1

痣θ

用
　
　
地

　

外

一σ |′

:ふ 誓ゞ
す。

○土l 1`4薦メ|∫ 97住°

増

を

ネ

ヽ |

シ 多
´ ´

´ ´ 、
ヽ
V

Et. t;E o rt il
＼ .

＼

魚ユ2』

f。 1島Fp

l^竜 或

/砂 。泥の地薔
/

図 4 帰牛原城本屋遺跡遺構図

20m
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調査区城は南西の傾斜地に水田を造成 したため,東側 と北側は削 られ,西 と南側 は埋立 てられ, この

ため削 りとられた区域の住居 l■は炉址 と柱穴を残すのみ となり,埋立地 は30～ 50"の 埋土があって水田

造成前の地面がみられる状態で調査は苦労した、j「せた,郷支中期末葉っ住i辱 l■の切りあい関係は複雑を

極め,建替え,建増しもあり,遺物の時間的差も顕著にみられず,そ の前後関係の把握も容易ではなか

った。

発掘調査による遺構の分布 は,縄文中期末葉では,住居 l■ は調査区の Iの 南半分, Hの全面に, Vで

は北の一部 にあって南から西にかけては砂 と泥の堆積で切 られてお り,Ⅳ そ 1事 Jじ西端部 lF・ 1軒がみ られ

たのみで, I調査区か らⅣにかけて僅かに土ナ広が検出され,Ⅲ においては, この期の遺構 はみ られなか

った。縄文後期の遺構 はⅢ調査区に住居址が, Iと Ⅳに土城がみ られ,昭和41年度「新産都市開発地域

内理蔵文化財緊急分布調査」の際には,調査区域の北の畑 よりこの期の遺物が多 く採集 されている。弥

生時代の住居 l■は北の道路にかかってあ り,一部分の調査に終ってお り,石鍬の出土 をみるが,1決め手

となる土器の出土はな く,時期 を決めることができない。平安時代ではⅣ調査区に住居址 1と 柱列 l■ 2

があ り,住居 l■に隣接する貯蔵穴 も同時期 と考えられるが,覆土中の出土土器は縄文後期である。大 き

な岩の周囲に溝 を掘 る祭祀址的遺構 ?に ついては:時期・性格については十分な把握のできないもので

あった。

住 居 址

(|)組文中期末葉  r

l号住居址 (図 5)‐  :

第 1グ リッドに発見され,二重構造 をな し,外周は南北3.88π ×東西3.5π の円形 で,20",内 周 で

それより10の低 くローム層に掘 りこむ小形の竪穴住居 l■ である。主柱穴は 5こ ,外周壁に沿って整 った

配置にあ り,炉址は西側の内周壁に接 してあ り,石囲炉であらたが,は ずされ僅かにその痕跡 を残す。.

その東に炉址 ともみ られる浅い掘 り凹みがあ り,木灰が多 くみ られたが焼土はな く, また周囲にみ られ

た石は地山の石で炉l■ とは認め難いものである。

遺物 (図37)土 器 は少 な く′j)破 片のみで,当地方 における加 曽利 E期の深鉢形 土器 であ り, 2は 東

海地方 との関連 をもつ もの,16は 吊手上器の吊手部 であ る:石器の量 も少 な く,打石斧,横 刃形石器 ,

凹石,石 錘 と石金族 (図 77の 1)が み られ る。

2号住居址 (図 5)

1号住居址 の南 2η にあ り,南 は 5号住居址 を切 っている。南北 5。 7π ×東西 5.3π の楕円形,褐 色土

層 か らローム層 に深 さ60の掘 りこむ竪穴住居 であ る。床面 は堅 く,主 柱穴は 4こ ,炉 l■ は中央 よりやや

北 に寄 ってあ り,深 さ40の の掘 りこみで石囲炉 とはみ られない。南の テラスに方形 に掘 りこむ出入 口が

設 け られてい る。

遺物 (図 38～ 43,図 77の 2～ 18)に は,土 器・石器・土製 品の出土量 は多 く,土 器 は下伊那地方加 曽利

E期のやや新 しい要素 をもつ もの で,キ ャ リパー形の深鉢が主体 をな し,浅鉢 に図39の 11・ 12があ り,

- 14 -



13は 吊手土器 とみ られる。

土器の文様は口縁横帯文の

渦巻文つなぎが多 く,胴部

は縄文の地文 を縦の沈線が

区画 し,縦走する波状文 を

施すのが一般的である。石

器は打石斧50,磨石斧 5

(小形 ノ
・
ミ1),敲打器 4,台

石 1,横刃形石器16,磨 石

5,祗石 1,石錐 1,剥片

石器 2,石匙 2,凹石 1,

石錘 5,石 鏃 5,大形打石

斧 1,石 皿 9があ り,100こ

を越す量 と器種 も多様であ

り,石皿 9こ の出土は注目

される
=。

.土
製品には図77の

2～ 7の耳栓と8の ミ)ニ チ

ュア土器がある。

3号住居址 (図 6)

I調査区の東端,に 発見さ

れより東は旧水田境石垣

(図 4参照 )ま では 2回 にわ

たる水田造成で荒 らされて

いる。西は 4号住居址 を僅

かに切 る状態である。南北

4.7π ×東西4.6π の円形 ,

ローム層に約25∽掘 りこむ

竪穴住居址である。床面は

,、 堅 く,主柱穴は 6こ ,炉址

.は 中央 よりやや西に寄 って

あ り,深 さ35mの 掘 りこみ

である。 これより東60切 に

炉址があり,内部の焼土は

り, 3号址 より新 しい住居 l■

図 5 城本屋遺跡 1号・ 2号住居 l■

少ないが,木灰が多量につ まり,焼土が床面上 より東壁上にまで続いてお

が水田造鵡 _に 削 りとられたもの とみ られる。

・ 遺物 (図 4ら。46・ 76の 1・ 77の 19・ 20)は 比較的 多 く,土器 は頸部の くびれは小 さ く, 口縁部 の湾曲の少

ないキァ リパー形の深鉢 を主体 とし,下伊那地方加 曽利 E期 の新 しい時期 とみ られ る。図45の 1は 大形

の深鉢 で回径 52.8∽ ,雄大 な渦文 まわ しは見事 である。 2の 深鉢 は口縁部 に S字状文 を中心 に二種 の楕

円文 を並 べ内部 を斜行沈線 で飾 り,頸部 か ら胴部 は 2段 の長楕円の区画文 がっ き,刷毛状器具 に よる細

-15-
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い斜条線が全面にみられ, 1・ 2共に当地方では類例の稀 なものである。 8は無頸甕,覆土出土の図46

の10の 吊手土器の吊手部, 9の 浅鉢がある。石器はいずれ も覆土下層出土で打石斧22,磨石斧 3,横刃

形石器 4,磨石 2,石錘 1と 石皿 1があ り,土製品に図77の 19・ 20の ミニチュア土器底部 と耳栓の出土

をみている。

4号住居址 (図 6)

束の一部を3号住居址に切 られる状態であるが,そ の上に構築されてぃたかは把握できなかった。南

は10号住居址 と接 しあっているが,そ の新旧||つ いては遺構では区別 しがたい。石囲炉の発見によって

住居址の存在が確かめられ,柱穴を検出し,そ の規模が推定された。径約 4.5π の円形,竪穴住居l■ で

あったとみられる。

遺物 (図 44・ 76の 2)は ,床面に残ったものと,炉 l■,柱穴内の出土である。土器は少なく,下伊那

地方で加曽利E期の一般的なものである。石器には打石斧 7,横刃形石器 4,石錘 2と 石皿 1がある。

5号住居址 (図 7)

2号住居址の南にあ り,北の一部は切 られている。南側 2分の 1以上は水田のため調査不能。水田造

成の埋立が沐 く地表下 135∽ に床面がある。東西径 5.lπ の円形,深 さ48∽ ローム層に掘 りこむ竪穴住

居址 であ る。炉 l■は方形の石囲炉であり,西 と南側の石ははずされ,そ の痕跡 を残す。柱穴は 2こ 検出

されているが, その配置か らみて 4こ とみ られる。

遺物 (図47の 1-14)は 少な く, 1の 深褻は頸部に粘土紐のは り付けによる波状文 をめ ぐらす他は無

文である。深鉢は小破片で器形は明確でないが文様か らみて下伊那地方の加曽利 E期 で,やや 古 い要

素 をもつ とみる。石器は打石斧 2と 横刃形石器 1と 僅かである。

6号住居址 (図 7)

5号住居址 と7号住居址の間にあ り,一部床面 を検出 し,遺物の出土 をみたが,組文後期の上拡 11号

が掘 りこまれ,南は水田とな り,調査不能のため,不十分な調査に終わつた。

遺物 (47の 15～ 26)土器にはまとまったものがあ り,・頸部の くびれの少ないキャ リパー形の深鉢が主

体 となる。15は ,日 縁帯文が渦巻文つなぎで,そ の間 を楕円区画文がつ き,内部 を沈線で飾 り,頸部か ら

胴部は無文 となる。16は 口縁部は渦文 をはさんで縦の荒い条線,胴部 は縦の隆帯 と荒い綾杉文 を施す。

17は 内部 に刺突文の二重楕円区画文が口縁部 をめ ぐり,頸部に横のワラビ手文,胴部は紐文の地文に懸

垂文がつ く。下伊那地方の加曽利 E期の一般的にみる土器である。岩器は打石斧・横刃形石器各 2こ の

出土 をみているにす ぎない。

7号住居址

西に 8号住居址,北に10号住居 l■があ り,東は 9号住居l■ を切 り,南 に 6号住居址 と複雑 な切 り合い

関係にあって,そ のプランをはっき りさせている住居址で,5.3π ×5π の円形, ローム層に30の ～50

の掘 りこむ竪穴住居址である。周溝が北東 と南西は壁 より70～ 80の内側にあ り,格円形にめ ぐらされ ,

柱穴がその外側に掘 られるもの もあ り,炉 l■に新 。旧 2こ があ り,建替の住居卦 とみ られる。床而は堅

く,主柱穴は 6こ とみる。炉址は中央 より北にょってあり,石囲炉の石ははずされて,そ の痕跡を残す。

この南に接 して古い掘 りこみの炉 l■ がある。東テラスに長方形に出入回の掘 りこみが付 く。

遺物 (図 48・ 49,図 76の_4,図 77の 21～ 25)に は土器,石器,土製品の出土は多い。土器は頸部の く
'                    - 17 -



中

〓
坪
引

．洲
山
週
申
”
申
ヽ
中
？
中
Ю
墨
興
Щ
く
ぶ

　

卜
図

Q
‐  /

・
◎ ●1

-18-



びれの比較的強い深鉢が主体で, 口縁部が内湾する図48の 1・ 7,直行 して開 く 2・ 4が あり,日 縁帯文

は内部 を沈線,刺 突文の円の区画文で飾 るが一般的で,胴部 まで同一文様で飾 ざる 7があ り,胴部 を沈線

の区画 と綾杉文,斜行沈線 を施す 1・ 2がある。縄文の地文に浅い沈線による懸垂文で飾ざる 3があ り,

覆土下層出土の渦文 を主体 とする把手 をもつ 8～ 11がある。

図77の 21の 吊手土器の吊手部は小形であるが,装飾は立派で,二重に|な る手は中央で一つになってそこ

に顔面がつ く。23も 吊手部である。土製品に22の 上偶胴部が,24・ 25は 大形の耳栓がある。

図48の 3は東海地方に関連する土器 とみ られ,他は下伊那地方の加曽利 E期 の一般的にみ られる土器群

である。      .

石器の出土は多 く,打石斧,磨石斧,横刃形石器,敲打器,石皿があ り,打石斧に図47の 19・ 20・ 25・ 26

の大形がみ られ,石皿 (図 76の 4)は 8号住居址床面出土の半壊 とてつになったもので牛 目.さ れる。:

8号住居址 (図 7)

西側 は 2号住居 l■に一部 を切 られ,南東 は 7号住居 l■ と隣接 している。南北 5.lπ ×東西 5.6π の円形 ,

北壁 で45∽ ,南 壁 で23のの深 さにローム層 に掘 りこむ竪穴住居 l■ であ る。床面 は堅 く,主柱穴 は 6こ とみ

る。周溝が壁に沿って北側では 3こ の柱穴 をはさむ状態で切れ,東から南は連続 して掘 りこまれている。

炉址 は中央 より北に寄 ってあり,石囲炉の石がはずされた痕跡を明 らかに残 している。

遺物 ,(図 50・ 51・ 76の ,4・ 77の 26～ 34)は 多 く,土器には深鉢・深褻・器台
。浅鉢・台付土器がある。深鉢

には頸部の くびれの強 く, 口縁部の内湾するキャリパー形 と, くびれをもたぬ ものがある。文様は回継部

は無文 。縦の条線 。ワラビ手文があ り,円 の区画文はみ ら″しない。把手は多 く,渦文, ワラビ手文 で飾 る。

月同音卜には隆帯 と斜行沈線がみ ら才しる。 浅鉢 (図 50の 2)は 口辺音卜を欠 くが, 床面にIFEえ られた
'大

態はこの

ま
・
ま使用 していたもの とみる。器台 (図 50の 27)は 両側に 4孔ずつ をもち,縦の押引沈線で飾 る。台付土

器には図51の 11。 12の 脚部がある。図50の 25は 東海系の土器であ り,他 は下伊那地方の加曽利 E jUlの 新 し

い要素 をもつ土器群 とみる。

石器 (図 51・ 77の 31～ 34)に は打 Tl‐斧25,横刃形石器 6,磨 7i斧 1,敲打器 3,凹石 2,石 皿 1,不 明石

器 1.石 鏃 4の 出土 をみている。石皿は 7号住居 l■ と一つになったものである。50の 不明石器は南壁 より

、ヽ、、/
◎ ＼
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図 8 城本屋遺跡 9号住居址,土鉱 7号
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の出土で石棒 とも考えられる。

土製濯:に は図77の 26～ 29の 4個体の土 f呂の出土 をみてお り, ミニチュア土器に同図30が あ るざ

9号住居址 (図 8)

西は 6号 。7号住居址に切 られ,東は13号 。14号住居 l■ と重 なりあう。小形石組炉の発見により,そ

の存在が確かめ られた。壁は削 りとられ,柱穴 4こ が検出され,円形の竪穴住居 l■ と推定 された。

遺物 (図52の 1～ 27)土器は頸部の くびれの少ないキャリパー形の深鉢が主体で, 日縁部 は渦巻文 ま

わ し,胴部は縦の沈線区画 とその間を綾杉文・沈線の波状文が施 される。 1は 大形の深褻で頸部か ら下

を大い隆帯で飾 る。下伊那地方加曽利 E期 のやや新 しい要素 をもつ土器群である。

石器には打石斧10,横刃形石器 2,敲打器 1,凹石,石錘 1が検出されている。

10号住居址 (図 6)

北は 4号,西か ら南に 8号・ 7号,東に14号住居 l■ と重 なりあい, さらに東側は土城 8号が掘 りこま

れている。壁は完全に削 りとられ,炉址の発見で住居 l■ を認めたもので,柱穴 7こ が検出されたが,他

遺構 との重 なりもあ りはっきりしないが, その酉己置か らみて主柱穴は 5こ の円形の竪穴住居址 と推定 さ

れる。炉 l■ は石囲炉があったが石ははずされ, その痕跡 を残 している。遺物 ・(52の 28～ 34)は 僅少で土

器には30の 器台があ り,加 曽利 E期 の新 しい土器 とみる。石器には石 ヒ1,横 刃形石器 1,石錘 1が検

出されている。

‖号・ 12号住居址 (図 9)

西 に11号,東 に12号 と接 しあぃ南に 8号住居址がある。 12号は東は 4号住居址 と重 なり,南に土 1/A‐ 9

。
|
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号 。10号が掘 りこまれている。共に壁は完全に削 りとられ,炉址の発見にょってその存在 を確かめたも

ので,炉址はいずれ も石囲炉の石がはずされ,そ の痕跡 を残す。主柱穴は配置か らみて,11号 は 4こ ,

12号は 6こ とみる。いずれ も円形の竪穴住居址であったと推定 される。

遺物は11号址で (図 57の 1～ 20)土器片と石器の出土 を炉址・柱穴 よりみている。土器は本遺跡の大

半 を占め る加曽利 E期 の下伊那地方の一般的なものであ り,石器には打石斧 6,横刃形石器 3,石 ヒ 1

掻器 1,石錘 1がある。12号址の出土遺物はなし。

13号住居址 (図 10)

北に10号,西に 7号・ 9号,南に14号,15号住居址 と重な りあう。壁は完全に削 られ,石囲炉 を発見

調査 したもので,炉石の大半ははずされていた。主柱穴は 6こ とみ られ,円形の竪穴住居址 と推定 され

た 。

出土遺物 はな し。

14号住居址 (図 ‖ )

北 は13号,西 の 9号住居址 を切 り

東 は15号住居址の上 に張床 での ると

み られ る。南 は水田の ため 3分の 1

は調査不能。 西壁は肖りられ 4室 かに痕

跡 を残 し,東壁 は15mの 深 さにロー

ム層 に掘 りこむ東西径 4.8π の円形

の竪穴住居址 である。床面 は堅 く,

主柱穴 は 6こ とみ られ,炉 l■は中央

よ り西 に寄 ってあ り,石 囲炉 で内部

に も石が敷 かれ る。

遺物 (図 53。 78の 1～ 7)土 器 は

頸部の くびれの弱い深鉢が主体 とな

り,波状 口縁 をなす144こ の突起

をもっ 2・ 7が あ り,10の オ巴手 もある。

文様 は変形の渦文の区画文 が口縁部

に,胴部 は縦の隆帯 または沈線の区

画 とその間 を縦の波状文 で飾 るが主体 とな り,

へ∪    ぎ

図10 城本屋遺跡13号住居址

図11 城本屋遺跡14号住居址

綾杉文の 7がある。下伊那地方の加曽利 E式期の新 しい

土器群 とみ られ る。

石器の出土 は比較的少 な く,打石斧 7,磨 石斧 2,横 刃形石器 2,敲 打器 1,掻 器 1,石 夕 2があ り

土製 品に土偶臀部 (図 78の 1)と 耳栓 (図 78の 2-3)3こ の出土 をみている。

15号住居址 (図 12)

西は14号住居址が張床で上にの り,東は16号住居址 を切 っている。南側の一部 は水田のため調査不能

東西径 4.7π の甲形,30響前後ローム層に掘 りこむ竪穴住居址である。柱穴は 4こ 検出されているが配

置からみて主柱穴は 5こ とみる。炉址は中央 より西に片寄 ってあ り,炉石 1こ を残 してはずされ,そ の

痕跡 を残す。
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図12 城本屋遺跡 15号 。16号住居址

遺物 (図 54・ 55。 78の 8二 10)土器 (図 54)に は 1の 頸部の くびれの少ない深鉢, 2の 無文の頸部の

くびれの強 く口縁部の内湾するキャ
‐
リパー形の深鉢が, 8の 無頸甕, 3の 台付土器, 4の 吊手 土器の吊

手部等があ り,文様の主体 をなすのは口縁帯 を一重 または二重の内部 を刺突文,斜沈線 で飾 る楕円文つ

なぎであ り,胴部は縦の沈線の区画 と綾杉文の組合せがあ り,条線 と縄文の地文とがある。無頸甕は渦

巻文 と斜行沈線で飾 り,台付甕は地文の縄文に, 回縁部は四等分する渦巻文つなぎ,そ れより下がる隆

帯が頸部 と胴部 に 3条 の横帯文 となつて飾 る。 ワラビ手文で飾 る把手に 6。 7がみ られる。下伊那地方

加曽利 E期のやや新 しい要素 をもつ土器群 とみる。

石器 (図 55の 1～ 13・ 78の 9・ 10)は 比較的少な く打石斧 9・ 横 刃形石器 1,敲 打器 2・ 磨石 1・ 石鏃

2の 出土 をみている。土製品に土偶 の臀部 (図 78の 7)の 大形 が出土 している。

16号 住居址 (図 12)

西の 15号址 に大半 は切 メラれ,残 った東側 は水田造成時 に壁 は削 りとられ,15号址の東壁 にかか る炉址

によって,そ の存在 を確 かめ た。推定径 4.5π 余 の円形竪 穴住居址 とみ る。

遺物 (図55の 14～ 27・ 56)土 器 (図 55)の 床面 出土の明 らかな もの は14～ 17で,他 は15号 l■の混入 と

み られ る ものが多い。頸部 の くびれの比較的少 ないキャ リパー形 (14・ 15)と , くびれ をもたぬ (16)

深鉢があ り,14は ,大 形の深鉢 で 8こ の突起 をもち口縁帯文 は渦巻文 まわ しと,そ の間 を櫛形文 で飾 り

紐文 の地文 に頸部 をワラ ビ手文 と 2条 の沈線 をめ ぐらし, これ より胴部ヘ ワラ ビ手文 と沈線が胴部 を 8

分画 す る懸垂文 をさげ る。 18は縦の条線,16は 縄文 が施 されている。下伊 那地方の加 曽利 E期 の一般的

にみ る土器群 である。

石器 (図56)は 多 く,打石斧 17・ 磨石斧 1・ 横 刃形石器 12・ 敲打器 2・ 磨石 1・ 凹石 2・ 石錘 2の 出

土 をみている。
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17号住居址 (図 13)

H調査区の東端 に発見され,東は用地外の道路にかか り,西側の一部の調査に終わ り,南 は水田,二

次調査で,泥 と砂の堆積で切 られていたことを確かめた。炉 l■ と柱穴 1を 検出 したにす ぎない。炉址は

石囲炉であるが大部分の石ははずされ,そ の痕跡 を残 している。 ローム層に20"掘 りこむ円形の竪穴住

居址である。                 ': _   _

遺物・

`図

57の 20～ 28)は 少な く,土器は小片のみそ,・下伊那地方加.曽利 E期 にす般的にみるものであ

る。石器ば打若斧 1と 石錐 1が ある。                  '1

18号住居■ (図 13)  f         ｀

北に20号・31号,東に30号住居址があ り1南は 3分の11を 19号住居 l■に切 られる。東西径 4.9π の円

形,壁の上部は水田・造成時に削 られているが,壁高聾 _響 を残す竪穴住居址である。床面は堅 く,柱穴 5

こを検出す るが,主柱穴は 6こ とみる。炉址は中央 よ 1)・北によってあ り,石囲炉の石 3こ を残tて はず

されてその痕跡 を残す。

遺物 (57の 29～ 37)土器は頸部の く、び午の強し、キャリパー形の深鉢が主体 となる。文様は29の 口縁帯

文 は渦巻文っなぎ,頸部に爪形文 をめ く1場 し,縄文b地支
・
を切
1ら
て 2条 の平行沈線か胴部 を 8分 し,30

は口辺部 を欠 くが口縁守 .を 大
い 2条の隆帯がめ ぐ・ りこれより底部近 くまで 2段 の長楕円区画文,そ の内

部 を綾杉文, さらに区画文の間を列点文で飾る類例の少ないものでやや古 く,31の 地文の紐文 を切 って

2段の長楕円区画文 とその内部 を波状沈線で飾 る下伊那地方加曽利 E期 の下般的にみ るものであるが ,

図13 城本屋遺跡 17号 。18号住居址
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31は新 しい要素 をもつ。

である。

19号 住居址 (図 14)

北の 18号住居址 を切 り,西 に

24号住居址 と接 してい る。南北

5.5π ×東西 5.6π の円形 とい う

よ り隅丸方形 に近 く, ローム層

に25～ 30∽の深 さに掘 りこむ竪

穴住居 l■ である。床面 は堅 く,

主柱穴は 4こ 整 らた配置 にあ り

炉址 は中央 よ り北 に寄 ってあ り

炉石のはず された痕跡 を残 し,

炉石 とみ る石 が床面 に 2こ み ら

れ る。周溝 を壁 に沿 ってめ ぐら

し, 1ヒ と南 で―音5が切 れている。

遺物 (図 58・ 図78の 11～ 13)

土器 (図 58)は キャ リパー形の

深鉢 が主体 とみ られ,頸部 に箆

状具 によるオ甲引束J突文 をめ く・ら

し, 糸吉節紐文 を施 し, 月同音卜は太
図14 城本屋遺跡 19号住居址

34～ 36の 特殊な文様構成の土器がある。石器は37の 石錘 1こ の出土 をみたのみ

い隆帯 または沈線が地文の縄文 を切 るのが共通的 にみ られ る。 22は 台付土器 である。下伊那地方 に多 く

み られ る加 曽利 E期 のやや新 しい土器群 である。石器 には打石斧 9,磨 石斧 1,横 刃形石器 3,磨 石 1

石錘 1,敲 打器 ―  繊維 をうつ -1・ と,図 78の 13の 石鏃,12の 黒曜石製の不 明石器 があ り,土製品

に図 78の 11の 耳栓 がある。

20号住居址 (図 20)

H調査 区の北東端 にあ り,壁 は完全 に削 りとられている。西 に31号,南 に18号住居址 と重 な りあって

いる。炉 l■は中央 よ り北 に寄 ってあるとみ られ僅 かに炉 l■ を残す。 31号住居址 との重 な りか らはっきり

しないが,配置か らみて主柱穴 は 6こ とみ る。円形の竪穴住居址 と推定 され る。埋甕 を南西側 に検出 し

ているが,31号址の ものか不明である。胴部のみが埋め られた ものである。(図 29)ま た東側 よりつぶれ

こむ土器 (図 59の 2)を 発見 しているが埋甕 であったか もしれない。

遺物 (図59の 1～ 7)は 少な く,土器 には 1は 埋甕, 2は 埋甕 ともみ られた無文 の胴部 と 2と 伴 出 し

た 3・ 4が あ り,石器 に打石斧 2と 横 刃形石器 1が ある。

21号住居址 (図 15)

45号住居址の東壁か ら内側 にあって,張床 をもって45号址の上 にの る。径 4.7π の整 った円形 をな し

北壁で35∽,南 壁 で50物の深 さにローム層 に掘 りこむ竪穴住居址 である。主柱穴 は 4こ ,炉址 は中央 よ

り北 に片寄 ってあ り,南側 に炉址 を残 してい るが他 には石 をはず した痕 跡 はな く,炉石の南側 には焼土

をもつ浅 い掘 り凹がつ く。 なお,26号,23号,36号,24号住居址 との重 な りあい もあ り,複雑 を極めて
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図 15 城本屋遺跡 21号住居 l■

いる。 このため遺物 も他住居址

との混入 もあるとみ られる。

遺物 (図 59の 8～ 19。 図76の

5・ 8)は 少な く, 図59の 8～

11は 床面出土,15は 東海系の土

器,11は 小形浅鉢であ り,下伊

那地方の加曽利 E期 の新 しい要

素 をもつ もの とみ られる。石器

は磨石斧 2,横刃形石器 1と 覆

土出土の石皿 (図 76の 5・ 8)

がある。

22号住居址 (図 18)

.23号
・25号・28号 。32号住居

址 と重なりあいをなし,炉址の

発見によ つてその存在 を確認 し

たもので,壁は水田造成時に削

りとられ,柱穴はどの住居址の

ものか錯綜 してはっきりしない。

炉址は石囲炉の石がはずされた

痕跡をはっきり残 している。遺

物は力‖曽禾りE期 の月ヽ片を僅かに

みたにす ぎない。

23号住居址 (図 18)

東に21号 と重なりあい,北 と西は26号 。27号住居址の上 にのる。南から東にも1号・36号・24号 ,,さ らに

45号住居址 と複雑 な重なりあいをなしている。南北径 5。 7π の円形,25∽ ローム層に掘 りこ
.む竪穴住居

址である。床面は堅 く主柱穴は 6こ とみ られる。炉址は中央 より北に寄 ってあり,南か.ら 東にかけて炉

石のはずされた跡 を残す。

遺物 (図 60・ 61の 1～ 10。 78め 14・ 15)土器 (図 60)に は頸部の強 くくびれて口縁部が内湾する深鉢

を主体 とするが, 口縁部は開 き胴部が大 きくS、 くらむ13・ 14,頸部の くびれをもたぬ 2の 深鉢があり,

文様は縦の条線または沈線 と綾杉文だけの一群 と, 口縁部 を縦 または横位のワラ ビ手状文で飾 る一群が

あ り,後者は東海系 との関連あるもの とみられる。下伊那地方の加曽利 E期 の新 しい土器群 である。

石器には打石斧11,磨石斧 3,横刃形石器 4,凹 石 1,石 鏃 1が あ り,土製品 (図 78の 14)に耳栓 1

がある。

24号住居址 (図 15・ 17)

1次調査時にH調査区の南端に発見され,水田のため炉址のみの調査に終わ り,45号住居址調査のた

め,炉址の大半は破壊 された。 2次調査で柱穴の検出を行なったものである。北は45号住居址の南壁の

上 にかかって炉址があ り,50号住居址 と重なりあいをなし,炉址,柱穴の位置からみて同一住居址の建
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図16 城本屋遺跡 22号・25号 。28号 。32号住居址

替 え ともみ られ,主 柱穴 6こ をもつ円形の竪穴

住居 l■ と推定 され る。
45住

遺物 (図69の 21～ 31・ 78の 16)土 器 は少 な く

21の 把手の他 は小片であるが,下伊那地方加 曽

利 E期の一般的 な要素 をもつ もの とみ られ る。

石器 には打石斧 7と 石鏃 1がある。

26号住居址 (図 18)

西 に34号 , 南 は23号に切 られ, 東 は21ザチがの

る, または重 な りあ う複雑 な状態 にある。北壁

を22号址 に削 られているが僅 かに残 し,円形の

竪 穴住居 l■ であるこ とを示 してい る。柱穴は北

1‖ に 1こ がわか り他 は重 な りあいのため不明。

炉址 は北 に片寄 ってあ り,炉石 をはず された痕

跡 を残す。

遺物 (図 64の 1・ 76の 9)は 少な く,浅鉢 と

砥 石の出土 をみたのみである。浅鉢 は口径 38.5
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図17 城本屋遺跡24号・50号住居址



∽,高 さ21.3"の大形であ り,地文の組文 を縦に沈線の波状文で切 っている。祗石は砂岩製である。

図 18 城本屋遺跡 23号・26号 。27号・34号住居 llL

27号住居址 (図 18)

北 に34号・44号 。45号 , 東 に23号,南 に35号住居 l■ を切 る状態 または重 な りあいを示 し, さらに下 に29

号住居 l■_があ る。南北 5π × 東西 5.2π の円形 , ローム層 に20～ 25物の深 さに掘 りこむ竪穴住居址 であ

る。床面 は張 り床 とな り堅 く,主柱穴 は 6こ ,炉 llLは 中央 より僅 かに北 によってあ り,炉石のはず され

た痕 跡 を残 し,そ の西側 に古 い炉 l■がある。

遺物 (図61の 15～ 38・ 図 62・ 図76の 6)は 多 く,床面出土の土器 (図 61の 15～ 38)に は頸部の くびれの強
い

大形の 15。 19, 日縁の くびれの少ない小形の20の キャ リパー形 と, くびれ を もたぬ 20・ 25の 深鉢 と,16・

17の壺形土器がある。文様 は結節紐文 ,縦の条線,沈線 と綾杉文 だけ を施 す もの,頸部 に箆状具 による

押引刺突文 をめ ぐらし口縁部 は無文 となるもの, 日縁部 を渦巻文 と区画文 で飾 ざる等が あ り,覆土出土
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(図 62の 1～ 21)で は 1の 刺突文 と渦文で飾 る突起 をもち,大い隆帯の懸垂文で胴部 を飾 る深鉢以外は口

縁帯文 を楕円文っなぎで飾 るが共通的にみ られる。下伊那地方加曽利 E期の新 しい要素 をもつ土器群で

ある。                       ｀

石器 (図62の 22～ 47・ 76の 6)に は打石斧23,横刃形石器 2,凹 石 1,石皿 1が出土 してお り,打石

斧は整 った形 をな しており,打石斧の数 に比 して横刃形石器が少ないことが他住居址出土例か らみて注

目される。

28号住居址 (図 16)

H調査区の北端 にあ り,西 は33号 で切 られ,南は25号がのる。東は22号・32号住居 llLと の重 なりあい

を示す。水田造成によって壁は完全に削 られ,床面 も削 られている。炉址の発見により, その存在 を確

かめ,柱穴は 3こ 発見され,円形の竪穴住居l■ と推定 された。炉 l■ は石囲炉で西側には炉石 を残 し,他

には石のはずされた痕跡 を明 らかに残 している。遺物は発見されていない。

29号住居址 (図 19)

27号住居 l■の下20の ～25の にあ り,27号址は建替えの住居 l■ とみ られた。北西の43号,北の44号,東

の23号,南の35号,45号住居址 と切 りあい,重な りあいをな している。南北5.2π ×東西 5.35π の円形 ,

ローム層に35の前後掘 りこむ竪穴住居 l■ である。床面は堅 く,主柱穴は 6こ ,炉址は東西に並 んで 2こ

検出されているが,東側は一部炉石 を残 し, また石のはずされた痕跡 を残 し,西側のは,西 に石のはず

された痕跡 を残 している。二者の新 旧の区別はつけがた く,一つは27号址の もの とみたが,測量図でみ

る限 りその位置 は異 って

いる。西壁の一部 は二重

になってお り,建 替 えが

行 なわれたか,別 の住居

l■があった とも予想 され

た。

壁 に沿 って周溝がめ ぐ

らされてお り,南 側 には

35号 l■の炉 l■がそれ を切

ってお り,北側 に も炉址

状の掘 りこみが壁 を切 っ

ているのがみ られたが何

であるかは不 明 であった。

埋甕 (図29)が東側 と

北側 にあ り,前 者 は伏甕

である。従来の発掘例 で

み ると,そ の位置 は変 則

的 であ り,他 の住居址 の

存在 も考 えられたが,西

壁の二重 の壁以外にその

存在 は認め られ なか った。
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図 19 城本屋遺跡29号 。35号住居址



遺物 (図 63・ 78の 17)土器は図63の 1・ 2は 埋褻,そ の他の出土量は少な く, キャリパー形深鉢が主

体 となり, 5は 頸部の くびれは強いが, 口縁部の開 きは小 さく,本遺跡では特異な形状 をなす土器であ

る。 また 8は 小形土器で,そ の器形は口縁部 を欠いて不明。文様構成は頸部に押引の刺突文 をもつ 1・

5, 回縁部 に渦巻文 をもつ区画文 をめ ぐらす 1・ 3・ 4,無文の5が あり, 日縁部の突起部 を押引刺突文で飾

ざる 6・ 7があ り,胴部は地文の縄文 を沈線で区画 し, その中を縦の波状文で飾 るが一般的で,紐文の

みの 2,隆帯の区画文で飾 る 5がある。下伊那地方加曽利 E期 のやや新 しい要素 をもつ非器群 とみ られ

る。

石器は床面出土では打石斧 1,磨石斧 1,横刃形石器 2,凹 石 1,繊維をうつとみる敲打器 1と 石製

品の石棒折れ (16)の 出土をみており,打石斧の少ないのが注意をひく。覆半出土では打石斧 9,横刃

形石器 4,石錘 1,敲打器 2,磨石 1が出土 してお り,土製品では土偶胴部 (図 78の 17)の 出土をみて

いる。

◎|く

C)増 甕

③ :

30住

Ｉ
◎εヽ
．

４‐①
一

図20 城本屋遺跡20号・30号・31号住居 l■

rr、
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30号住居址 (図20)

H tt ri区 の束端部 に発見され,西は18号住居 l■ に一部は切 られる。水田造成時 に削 りとられ炉址 と柱

穴 6こ を残 し,円形の竪穴住居 l■であったと推定 される。炉址は中央 より北に片寄 ってあ り,炉石 を西

側に残 し,他ははずされた痕跡 を残す。遺物 (図 64の 3～ 6)は 小片のみである。

31号住居址 (図 20)

東に20号,北か ら西に32号 。22号住居址 と重なりあい,壁は削 られ,炉 l■ と柱穴を残す。主柱穴は 6

ことみ られ,推定径 4.5π ×5π の円形竪 穴住居 l■ とみる。炉址は中央 よりやや西によってあり,掘 り

こみの炉である。東側に伏褻 (図 29)が検出された。

遺物は図64の 2あ伏褻だけである。キャリパー形の深鉢で 9こ の突起で口縁部が飾 られる類例
の少な

いものである。 日縁部 は穴起部か ら頸部へ と斜めにさがるワラビ手状文
が抱 く楕円文が並 び,内部 を斜

行沈線で飾 る。頸部か ら胴部 は全面に結節組文が施 されてお り,下伊那地方加 曽利 Eりり1の一般的
にみる

ものである。

32号住 居址 (図 16)

20号 。22号 。31号住居址 と重 な り

る。柱穴の酉己置 か らみて,主柱穴 l事

や西 によってあ り,_石囲炉の石 は 1

みである。        1

33号住居址 (図21)

H調査 区の北西瑞部 にあ

り, 東か ら南 に28号・ 25号

42サ たヒ〕苦l■ にわ髪しあ うが独

立 した住居士止である。南北

4.8,れ ×束 西 4.887ル の円形 ,

12～ 15のの深 さにローム層

に掘 りこむ竪 穴住居址 であ

る。床面 は堅 く,主 柱穴は

6こ , 炉 l■ は Jヒ西 にサキ寄 っ

てあ り,炉 石の はず された

痕 跡 を残 す。遺物 (図64の

7～ 9,76の 7)は 少 な く

僅 かな土器 片 と石皿 1こ の

出土 をみ たにす ぎない。

34号住居址 (図 18)

Ⅱ調査 区西側の複雑 な住

居址 の重 な りあいにあらて

りk床 をもち,27号住居址 が

-30-

あい,水田造成時に壁は完全に削られ,炉址 と柱穴を残すのみであ

6こ とみられ,円形の竪穴住居址 と推定される。炉址は中央よりや

こを残 してはずされ,そ の痕跡を残す。遺物は小片を智:か にみたの

図21 城本屋遺跡 33号住居址



図22 城本屋遺跡36号住居址

南の一部 を切 ってお り,下部に25号・41号・42号住居址がある。東西径 4.3π の円形,10伽前後
ローム

層に掘 りこむ竪穴住居址である。主柱穴 |ま 4こ ,新旧 2こ の炉址があ り建替えの行われた住居 とみ られ

る。遺物 (図 64の 10～ 18)は 少な く,覆土上層出土の平出Ⅲ様式 Aの 深鉢 (10)を 除いては小破片のみ

で下伊那地方加曽利 E期 の一般的にみるものである。石器は打石斧 1あ 出土 をみたにす ぎない。10の 平

出Ⅲ Aの 出土は中期中葉の遺構の存在が予想されるものである。

35号住居址 (図 19)

29号住居址の南壁 と周溝にかかって炉址が掘 りこまれてお り,南は水田のため調査不能,二次調査で

は水・田の境界にあ り,石垣のため荒 らされており,そ の規模 を知 ることはできなかった。遺物 (図 67の

1～ 8)Ji器 は沈線あ楕円区画文の内部 を綾杉文で飾 る もの と,地文の組文に大い隆帯による区画文で

飾 るものがあ り,下伊那地方加曽利 E期 の新 しい要素 をもつ とみられ,石器には凹石 1の 出土がある。

36号住居址 (図 22)

H調査区の 01ム :1址群の中心部にあ り,複雑 な切 りあt'関係 を示 してお り,最下部に発見され,西 1‖ は

29号住居址に一切 を切 られている。 また東側には21号 ltLか のっている。径6.9π の円形,床而は地山ま

でいつて堅 く, 主柱穴は 6こ , 壁 に沿って, 南 とJしの一部は切れるが周溝がめ ぐっている。炉址は中央
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より北西にょってあ り,北側に大 きな炉石が据 えられている。南側に埋褻 (図 29)が検出された。

遺物 (図65の 1-10)は 少なく,土器では埋褻以外は破片を僅かにみたのみである。 1の 埋褻は口辺

部 を欠 くが大形の深鉢で, 日縁部は四角ぽ く, 4こ の耳把手 をもち, 8分す る隆帯の渦巻文で飾 り,胴

部 は縦の条線が施 され見事 な土器である。 2～ 6は下伊那地方加曽利 E期 の一般的に脅 る土器である。

石器は打石斧 2,磨石斧 1,石錘 1の 出土 をみたのみである。

41号 。42号・43号住居址 (図 23)                 ｀ ´

H調査区の西側に複雑 な住居 l■の重なりあいをなす一群である。42号址 は西端部 にあって,34号 。44

号 llLと 切 りあい。 41号 は42号 をり〕り, 43号 ガヾさらに切 り, そ″しを27号
。29号がり]る 〕1大態 とみるが, ~下 音6

にある住居 l■の上に構築 されていた住居址 もあったとも考えられるが,水田造成時の確土や削 りとりも

あって十分な調査はできなかつた。

3住居址 とも推定径 5π 前後の円形の竪穴住居 l■である。42号址には 3こ の炉址がみ られ,建替の行

なノつオしたもの とみ ら才し, また他イ主居 l■_の 存在 も考えられる。 いずれも炉址は1し または西に寄 ってあ り,

41号・42号炉 l■ は炉石のはずされた痕跡 を残 している。

42住 rr l 41住

-32-

図23 城本屋遺跡 41号 。42号・43号住居址



/

図24 城本屋遺跡44号住居址

遺物 (41号…図68の 6

～18,42号…図65の 11～

16, 43号・…図68の 19-23

土器は41号址 を除 き小片

のみであ り,下伊那地方

加 曽利 E期 にみる―般的

な新 しい二器であり,41

号址にみる口縁部の大 き

く外反する (10)の キャ

リパー形深鉢にやや古い

要素がみ られる他, 3住

居址に時間的差 はみられ

ない。石器 も少なく,41

号では打石斧 2,敲打器

1,42号 で打石斧 2,横刃

形石器 1,43号で石錘 1

の出土 をみたのみである

図25 城本屋遺跡45号住居址
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44号住居址 (図24)

H調査区の住居 l■群の中央部にあって複雑 な切 りあい関係 を示 している。西 と南は42号・45号住居址

に切 られている。東西径5.3π の円形,ロ ーム層に掘 りこまれ床面は地山の礫層にあって堅い。発見され

た柱穴よりみて主柱穴は6こ とみる。炉l■ は中央よりやや西によってあり,本遺跡ではやや小型であり

炉石 2こ と,石のはずされた痕跡を残している。遺物は発見されていない。

45号住居址 (図 25)

36号住居址 の拡張建増 とみ る住居 l■ で,西 は29号住居 l■ に一部 が切 られ,東側 には21号住居址 があ る

36号住居址の柱穴はその まま使用 された もの もあ り,炉址 はその まま使用 されてお り,大 きな炉石の こ

ろが り出 された もの は,は ず された跡 にぴった りと据わ り, さらに炉石のはず された痕 跡 もはっき りと

検出 された。径 7.6π の円形,30～ 40カ ローム層 に掘 りこむ竪 穴住居 l■ で,本遺跡最大規模 をもつ。床

面 は堅 く主柱穴 は配置 か らみて 5こ とみ られ る。炉址 は中央 よ り北西 によってあ り大形の ものである。

1■ に沿 って周溝がめ ぐらされてぃるが,南側 は水 田の境 界のため荒 らされ部分的 に周溝 を残 している。

遺物 (図66)土器 は頸部 が強 くくびれ,口 縁部 が内湾す る (1),外 反 した回縁 は立 って くの字状 に内

に折 れ る (2)の キャ リパニ形の深鉢があ り, 口縁帯 を隆帯 をめ ぐらして飾 るが共通 す る。 3の受 口を

もつ碗形 , 4の 台付土器の脚部 がみ られ,下伊那地方加 曽利 E期 のやや新 しい要素 が含 まれて くる土器

群 とみ る。

石器 には打石斧,横 刃形石器 3,敲 打器 一 繊維 をうつ -1が ある。土製品 (図 78の 11)・ 20)に 台

付土器の ミニチ ュア土器 2こ があ り,手づ くねである。

47号住居址 (図26)

Ⅳ調査区の北西端 に発

見 され, 2分の 1は 道路

の ため調査不能。 また道

路 ぎわは46号住居址 によ

って切 られてい る。東西

径 4.6π の円形 ,西 壁 で

25∽ ,南 束壁 で 12の ロー

ム層 に掘 りこむ竪 穴住居

址 である。柱穴 は 3こ 発

見 されているが,そ の配

置 か らみて主柱穴 は 6こ

とみ る。炉 l■ は北 に片寄

ってある とみ られ,発 見

で きなか った。西側 に伏

甕 (図 29)が ,南東壁近

くに土器 1個体 が床面 に

検 出 された。

遺物 (図69の 1～ 5)

土器のみで石器の出土 は
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図26 城本屋遺跡 46・ 47号住居址 ,・土拡 13号 。14号。柱列 H



ない。頸部の くびれの少な く,回 縁部 は内湾する深鉢が主体 をなし, 1は IJ縁部 は無文,粘土紐の貼布

による施文で,頸部 は二段の山形文 をめ ぐらし,胴部は縦に 2条 の直行線 と, 1条の波状文 を組合せ地

文の条線 を切 るもので,本遺構では 1例 である。 2の 伏褻は口径41"の 大形深鉢で,口 縁帯文は上下に

円の押庄文 を結ぶ隆帯 をはさんで二重の楕円区画文 を並べ;頸部は 1条 の隆帯 をめ ぐらし,胴部は直行

沈線の区画 を,格円文 とともに荒い綾杉文で飾 る。 3は 隆帯を主体にするもの とみられ, 4は 混入 とみ

られる。下伊那地方の加曽利 E期 のやや新 しい要素 をもつ もの とみたい。

49号住居址 (図 27.28)

V調査区の南にあ り,東 と南は後の氾濫による砂 と泥の堆積層 となり,南壁の一部にかる状態である。

西は52号址 と接 しあい,北は51号 l■ を切 る。径4.75π の円形,15～ 25の ローム層に掘 りこむ竪穴住居址

である。床面は部分的に堅 く,主柱穴は 4こ 整 った配置にある。炉址は北に片寄 ってあり,石囲炉で完

全に炉石 を残す。住居 l■の中央部の覆土に集石 (図29)が あり,廃屋墓 とみ られ,多 くの遺物の出土 を

みるが,床面出土遺物 との差 はない。

遺物 (図69の 6～ 17・ 70。 71・ 78の 21-23)土 器はキャリパー形の深鉢が主体 とな り:口 縁帯文は 7ラ

ビ手状渦文を介在して楕円区画文を施し,胴部は地文の縄文を縦の沈線で切るが共通的であり,細 い条
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第28 城本屋遺跡49号・51号・52号住居址

線 もあ り,下伊 那地方加 曽利 E期 の一般的 にみ るものである。台付土器の脚部,器 台 (図 69の 16・ 17)

壺,浅 鉢 ,吊 手土器の吊手部 (図 70の 4・ 7・ 8)が あ る。上 部 集 石 出土 の (図 70の 1)は 強 く内湾す る深

鉢の 回縁部 とみ られ,押 引刺突文 で全面 を飾 るもので,や や古 い要素 を もう ともみ られ る。石.器は多 く

床面 ,炉址 よ り打石斧 8,横 刃形石器 3,敲 打器 2,凹 石 1,石 鏃 3が あ り.,「_部集石 よ り打石斧 14,

横 刃形石器 5の 出土 をみ ている。

50号住居址 (図 17)

Ⅱ とV調査区の間の水田の境 にあ り,上部 は荒 らされ,壁 は削 りとられている。北 か ら西 は45号・51

号住居址 に切 られ,東 側 は砂 と泥の推樽層 とな る。 24号住居 l■ との建替 え とみ られ る。主柱穴 は 6こ と

み られ, その配置か ら円形の竪穴住居 l■ と推定 され る。炉址 は西 に片寄 ってあ り,比較的小形 で浅 い掘

りこみ をな し全面 に焼土 をもつ。

遺物 (図68の 24～ 28)遺物 は少 ないが炉 l■出土の深鉢 (24)が ある。頸の くびれの強 く, 回縁部 は大
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きく内湾するキャリパー形 をなし, 日縁帯文は隆帯による区画 と内部 を箆状具 による荒 らい条線 を施す

櫛形文つなぎで飾 る。下伊那地方加曽利 E期 のやや古い要素 をもつ ものであるぢ石器には打石斧 1と 横

刃形石器 2がある。

51号 住居址 (図 27・ 28)

V調査に発見されたがH調査区にかか り,北 は23号 。36号・45号,東は50号住居址 との重 なりあいを

な し,南 と西は49号 と52号住居址に切 られている。南北径 5.4π の円形, ローム層に掘 りこむ竪穴住居

址であるが,壁高は,上部が削 られて不明であるが,西壁の残存部で20の を測る。床面は堅 く,壁に沿

って用溝がめ ぐらされている。主柱穴は 6こ とみる。45号住居址の周溝が床面に部分的に残 ってぃ る。

炉 l■ は中央 ょり北束によってあり,炉石 を 2こ 残 し,は ずされた石の痕跡 を残す。炉址 を中心 とした上

部 に集石 (図 27)が あ り廃屋墓 とみ られた。

遺物 (図68の 29～ 40,78の 24)は 少な く,土器には29。 31の 口縁部の内湾するキャリパー形の沐鉢 ,

30の 頸部の くびれの小さな深鉢,32の 壺の口縁部がみ られ当地方の加曽利 E期 の比較的新 しい要素 をも

つ とみ られる。35は 平出Ⅲ様式 Aの破片で混入品である
.。

石器には打石斧 2,横刃形石器 1,石 鏃 1が

ある:      .     1                      '

52号住居址 (図 27・ 28)

V調査区の南西にあ り,南西

の 4分の 1は砂,泥の堆積層に

切 られ, その堆積が:住居 l■構

築後の もの と確認 された。北は

51号,南は49号住居址 を切 って

いる。東西 5π のやや四角ぽい

形状 をな し, ローム層に15～ 20

"掘 りこむ竪穴住居址である。

夙く面百は音卜う)白勺に塾番く, 聾引こ

'合

っ

て周溝 をめ ぐらすが北 と,南東

の一一部は切″している。 三ニオ主,て は

4こ とみ られ,炉址 は中央 より…

北によってあ り,石囲炉の石の

はずされた痕跡 を残 している。

南 I員 1に 理褻 (図 29)が検出され

た。覆土に東西方向に並ぶ集石

(図 27)が あり,廃屋墓 とみ ら

れた。             .:

遺物 (図 72・ 73・ 78の 25・ 26)土

土器はキャリパー形の深鉢が主

体 となり,埋褻 (図 72の 2)は

底部 に組文 を残すのみで肌は荒

れはがれ ている。床而・炉址 lli

20号 住居址埋褒

47号 住居址伏費

52号住居bL埋甕

2.砂礫層 (地山)

針線 時褐色土
縫線 張床

0

31号 住居址伏翼

29号 住居址北側埋甕

36号住居址埋甕

29号 住居tLttllll伏 甕

図29'―城本屋遺跡埋褻断而図
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土 (図72の 6～ 9)の 土器は波状 口縁 をもつが多 く,粘土紐の隆帯 をもつ 7・ 8が あ り。文様はワラビ

手状渦文 と条線で飾 る区画文が共通する。 6は磨滅が多 くはっきりしないが古い要素 をもつ とみられる。

覆土及び集石出土の土器は口縁帯文 は内部に沈線 または刺突文 を施す楕円区画文をめ ぐらすが一般的で

下伊那地方加曽利 E期の新 しい土器群 とみる。石器は多く,打石斧14,半磨石斧 1,横刃形石器 4,敲

打器 1,石 錘 1,石鉄 1が あ り,土製品に図78の 26の 土偶脚部の出土 をみている。

組 文 後 期

25号住居址 (図 16)

H調査区の北側の水田造成で壁を削られ,炉 l■ 挙柱穴を検出した住居址群にあり,北に28号,東に22

号,南に23号,西に44号,34号があり切 りあい関係を示 している。炉址の発見にょり住居址の存在 を認

めたもので, その規模は不明。円形の竪穴住居l■ とみる。炉址は北に寄ってあ り,石組の炉l■ で東側は

石のはずされた痕跡を残 している。

遺物 (図61の 11～ 14)は 少なく,後期初頭 とみる磨消縄文を沈線できる土器片である:

37号住居址 (図 30)

Ⅲ調査区の東か ら37号,38号,39号住居址が並 んでいる。水田造成時に全面は削 られ,炉址の発見で

住居址 を認めたものである。主柱穴は 6こ とみ る楕円形 をな く竪穴住居址 とみ られる。炉址 は中央 より

も
/.  38住

ヽ

(2)

ツ

◎

上
◎

37住

◎■

01
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西によってあり,石囲炉であったとみ られる。

遺物 (図 61の 11-14)は 少な く,土器は小片であ り,中期終末の要素 をもつ とみ られるが後期初頭 とみ

る。石器では16・ 17の 大形打石斧が出現 し,18の 小形打石斧,横刃形石器 2と 磨石 1がある。

38号住居址 (図 30)

東に37号,西に39号住居 l■ があって並ぶ。水田造成時に削 られ,炉址 と柱穴を残すのみで,は っきり

した規模 は不明である。主柱穴は 5こ とみ られ,北によって炉址がある。楕円形 をなす竪穴住居 l■ とみ

られる。炉址は二段 となる掘 りこみで炉石 をもった痕跡はない。

遺物 (図 67の 22～ ,31)は少な く,土器は小片のみで中期終末の要素 をもつ ともみ られるが,後期初頭で

ある。石器には打石斧 1,石棒の折れ 1,石錘 1が ある。

39号住居址 (図 31)

38号住居址の西にあ り,北に40号住居 l■がある。水田造成時に床面 まで削 られている。柱穴は 6こ 検

出されているが,配置からみて主柱穴は 5こ とみる。楕円 をなす竪穴住居 l■ と推定 される。炉址は中央

より北によってあり,約 20の地 山へ掘 りこむ地床炉である。

遺物 (図 67の 32～ 39)土器は小片のみで34は 中期末の もの とみ られるが,他は後期初頭の土器 とみる。
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図31 城本屋遺跡 39号・40号住居址
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石器には打石斧の大形化す36・ 38が あり,そ の他打石斧 1と 敲打器 1がある。

(3)弥 生 時 代

40号住居址 (図 31)

Ⅲ調査区の北の道路にかか って発見され, 2分の 1は調査不能。東西 3.8π の隅丸方形 をなし,深 さ

20の前後 ローム層に掘 りこむ竪穴住居址であ り,床面は地山に達 し堅い。柱穴は 2こ 検出されているが

主柱穴は 4こ とみる。南 lJに 柱穴間の中央に地床炉が掘 りこまれている。

遺物 (図68の 1～ 5)土器は 2片 のみで,磨消縄文を沈線で切る (1),押 引刺突文を施す (2)弥生

中期阿島式にみられる華形の破片である。́石器
には 4・ 5の 大形石鍬 と3の 打石斧がある。遺物は少な

くその時期は断定できないが,住居の形態,大形の石鍬,僅かであるが上器片からみて:阿島式の住居

l■_と 考えたい。 :

46号住居址 (図26)

Ⅳ調査 区の北端 にあ り,47号住居 l■_の

中に掘 りこまオし, Jヒ は道 F各 にかか り, 南

側の一部調査 に終 っている。東西 3.2π

ローム層から地山に,韮 して掘:り こむ竪穴

住居l■である。柱穴は2こ検出され,主

柱穴は 4こ とみる。柱穴間の中央 |1石欅  .
の炉址がある。遺物はな く,時期 を決定

できないが住居址の干夕態か らみて弥生時

代の もの といいうる。

(4)平 安 時 代

「
◎

48号住居址 (図 32)

Ⅳ調査 区の南側 にあ り,北 に貯蔵穴 ,

西 |二 柱列址 Iが並 _Sヾ。 2.5π ×2.5π の F呂

丸方形 ,20ο屁前 後の深 さにローム層 に掘

りこむ竪 本住居址 であ る。主 柱穴 は竪穴

の外の 4隅 にあ り, さ らに柱列Jtt Iが西

に続 き,掘 立柱の建造物 があった ともみ

られ る。東 litの 中央部 に付 いてカマ ドが
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図32 城本屋遺跡48号住居址



ある。粘土カマ ドで,日 石 を残 し,そ の内部 に土師器の甕 1個体が入っていた。カマ ドの北袖に付いて

土師器片があった以外に土器はなく, ただ西壁の中央 より南 よりに接 して菰手石 とみ られる15こ の石が一

かたまりに置かれていた。

遺物 (図74)土師器の国分式の甕形土器のみで, 1は 完形, 口径 19。 1い,高 さ19.2∽,最大径 は胴中

央部 にあって頸部は しまって強 く甲縁部 は外反する。底径 8.2-と 大 きく安定 している。荒 ら
いカキロ

をもち,内面には輪積接合部に指圧痕がつ く。 2は 内面 口縁部 にも荒い櫛状具によるカキロをもつ。他

の遺物の出土はないが,平安時代前半 とみたい。

柱 列 址

柱列址 I(図 33)

48号住居址の西 に並 び,西は用地外 となる。調査範囲では 2間 × 2間 の柱列であるが,そ の間隔は不

定,並びも不規則である。48号址 に関連するもの とみられるが,掘立柱の建物跡 とみ るには弱い。水田

◎
‐

ｒ
◎

◎

二◎
¬
  |¬

A

0

7地山 (砂曖晴 )

図33 城本屋遺跡柱列址 I,貯蔵穴
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′0            1m

図34 城本屋遺跡土 j広 1号・2号 。3号

Wを さ し,東西 4.2π ,南 北 最 大 幅 1.95π の不整形 な長楕円 を

こむ もの であ る。掘 りこみの外 まわ りに柱穴 4こ があ り,雨

覆 を した もの とみ る。遺物 (図 75の 27～ 31)は ,縄文 中期末

の土器 片の僅 か と石錘 2こ が覆土 中 より検出 されているが ,

縄文 中期末の集落の共同施 設 とみ るか,隣接す る平安期 の48

号住居址 に付属 す るものかにつ いて,そ の確証 を得 るにいた

らなか った。

1号か ら14号が調査 され,い ずれ も I・ Ⅳ調査区にあって

分散 している。 これ らを次頁の表にまとめたが,主 な遺物に

つ しヽては後に言己することに した。

土地出土の主 な遺物 (図 75)に は, 1号, 3号,11号出土

の縄文後期初頭の土器がある。 1・ 2の 深鉢, 3・ 16の 浅鉢

があ り,堀之内式の土器群 と, 3号出土の回縁部の くの字形

に折 り曲 り,穿孔 をもつ西 日本的 とみられる一群がある。

造成時に全面削 られてお り,遺物 もない。

柱列址 H(図 26)

47号住居址の南にあり,西は用地外。中

には[LJ広 14号がある。 このため北 4貝1に 東西

方向に並ぶ柱穴 4と 南北方向 となる 2こ の

柱穴 を検出 したにす ぎない。水田造成時に

全面削 られており,遺物 もな く, その性格

は把握できなかった。

貯蔵 穴 (図 33)

48号住居址の北に隣接 し,主軸方向N90°

な し, ローム層   」山に深 さ78∽掘 り

C D

拡土

0      1m

＼ルァ
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図35 城本屋遺跡土鉱 4号 。5号・6号



城本屋遺跡土拡一覧表  (図 2)

土
砿

κ

図
　
Ｍ

大きさ(ω )

南北 。東西

深 さ

(ω )

形  状 主軸方向 遺 物 備   考 時  期 遺物図
M

1 87〉く 98 円  形 N82° W 縄文後期土器 片,打石斧 3,
横刃形石器 2,石錘 1

内部 に石組 縄文後期
初  頭

75の
1～ 10

90〉く 80 楕円形 N60° E な し 不   明

125〉く245 長楕円形 N60°W 縄文後期土器 片
内部に 6こ
の石

縄文後期
初  頭

75の
11～ 15

98〉く 80 楕円形 N28°W 縄文中期末
土器片 1

黒曜石 1
縄文 中期
末 ?

5 60〉く 96
九
形方

隅
長

N82°W な し 不   明

80× 120 N64・ E な し

110× 148 楕円形 N75° E
縄文中期末土器片
横刃形石器 1

縄文中期
末

75の
23‐-26

96)く 170 N80° E 縄文中期末土器片
磨石斧片 1

78× 112 N60° E 縄 文 中期 末 土器 片

90× 136 N80°W 縄文 中期末土器 片

11 95)く 152 N80°W

縄文後期初頭浅鉢 1,土 器
片,打石斧 1,磨石斧 1,
横刃形石器 2,石 ヒ 1,石
銹矢2

縄文 後期

初   頭

75の
16-22
78の
27-29

90)く 150 長楕円形 N84° E 縄文中期末土器片 3
縄文中期
末

160〉く 98
隅 九
長方形

NO°W 縄文中期末土器片数点 内1部は 2f支
になる

120〉く 73 N8°W 縄文中期末土器片 1
打石斧折 1

ヽ
ｒ
♪

図36 城本屋遺跡土鉱 12号,祭祀址状遺構
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・5。 祭祀址的遺構

Ⅳ調査区の南東側にあり,48号 l■の東4.5π ,33号址の北 7π にあ り,平安 期の遺構 を除いては離れ

た独立 した位置にある。1.34π ×1.14π の隅丸方形の平 らな面 をもつ大石 を囲んで,そ の周囲に幅40～

50の,深 さ20～ 300"の ローム層から地山の砂礫層にまで掘 りこむ溝 をめ ぐらしている。東側の溝は大

石 を削って溝に してお り,そ こに火の焚れた痕跡がみ られる。北東側に突出 して,径 100"の 円形の穴

が掘 りこまれ, 1ヒ佃1に は石が 1こ のる。 長軸で2.86π , :王 軸主向 N60° Eを 測 る。 in~1吻 は周溝覆」ヒよ り

図75の 32の無文の縄文後期初頭 とみる土器片と中期末の小片が数点み られたにす ぎない。

平 らな大 きな自然石のまわ りに周溝 を, しか も形状 を整 えるためかその石の一部 を穿 って溝に し,そ

ごに焚火がなされたこと,縄文中期末, また後期初頭の集落のほぼ中央部 とみ られ,周辺 に遺構 をもた

ない広場的な位置にあることか らみて, ここで祭祀的な行事が行 なわれた場 と考 えたいが, その確証は

もてない。
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Ⅳ 城本屋遺跡縄文中期末葉の
集落 と土器・石器の様相

帰牛原城本屋遺跡における縄文中期末葉 一 加曽利 E期 における集落のあ り方は,住居址の複雑 な切

りあい,重な りあいを示 してい る。表 3でみると新 旧の差,建替,建増等の関係 を知 ることができる。

集落の形態については,南西か ら南東にかけて,砂,泥の堆積層に切 られて不明であ り,東側の水田

は用地外のため調査不能であったが,多 くの土器片が表採されてお り,北側の宅地での新築家屋の基礎

工事では,工事のため破壊 されていたが,住居址の存在が確かめ られた。 また,かつて北に向 う道路拡

張の際に土器片の多 くと石皿が発見され,住居址の存在が推定 された。 (図 3参照 )

I調査区の北 2分の 1か らⅣ調査区の北西にある47号住居址 を除いた範囲か らⅢ調査区にかけて紐文

中期末葉の住居址は発見されていない。発掘調査住居址の配置,未調査地域の状態から推察すると,縄

文中期末の集落は城本屋台地上 に環状に展開されたもの とみられる。住居址群 にとり囲 まれた内側の広

場 とみる中央部 に祭祀址的遺構が発見されてお り,集落の行事の場であったとも予想されるものである
(■ )

が, その確証は何 も得 られていない。こLJ広は僅かに散在的にみ られたにす ぎないが,他の遺跡例にみる

ょうに集落のある位置 を占めて群 として存在 したもの と考 えられる。

(2)

帰牛原台地上の調査は1970年度農業改良事業 |1伴 う農道開設用地内で中原地籍では弥生後期の方形周 .

溝墓 2基,十万山西裾地籍で縄文中期井戸尻Ⅲ式に比定 される住居址 2,弥生後期住居址 1,弥生中期

(阿島式 )土城 1と ,中原から南原の広範な道路用地内より土城 7を 発掘調査 し;1972年 の現喬木第一

小学校建設用地内調査では弥生後期方形周溝墓 5基 と,同時期 ともみられる住居址 1を調査 しているが

縄文中期末葉の遺構 は発見され ていない。 また,本次調査において城本屋遣跡 より束の広範な農業構造

改善事業区域の工事中のパ トロール結果においても同時期の遺構・遺物の発見はなかつた。

以上の調査か らみて帰牛原段丘面に縄文中期末の集落 は分散 していたものでな く,城本屋地籍に集中

して構成 されていたもの とぃえよぅ。

飯田下伊那地域における調査例 をみ ると,飯 田市駄科地区では 4遺跡の調査 で段丘面の北 にある北平

遺跡のみで, また飯田市桐林地区では 5遺跡の調査で前 ノ原のみで縄文 中期末の集落 を発掘 してお り,

他遺跡での同時期の遺構 は発見されていない。豊丘村田村原遺跡では畑濯水工事の際の段丘面全面 にわ

たるパ トロール調査結果では段丘の南東面にこの期の遺構は集中 して発見されている。

天竜川沿岸の広い面積 をもつ 4河岸段丘面の調査であるが,縄文中期末葉の集落は,同一段丘面に複

数の存在はな く,一地区に集中 して構成 され ていたもの と推定 される。採集経済に基礎 をお く紐文文化

において,特に下伊那地方の中期末葉の遺跡数の急増,規模の拡大 一 人口の急激な増加 をみた時期に

お、いては,集落 を支 える採集範囲の確立 ―― ナワバ リ的な社会的制約が集落間の行動範囲 を規定 し, こ

の社会構造が集落立地 を決あ る大 きな条件 になったもの と受 け とめ られる。
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注 1  長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書 下伊那郡高森町地内その 2 昭47
2  大沢和夫・佐藤「帰牛原」 喬木村教育委 1971
3  佐藤「帰牛原 。南原遺跡」   ″   1973     

・

4  大沢和夫・佐藤「安宅 。大島」 飯田建設事務所 1969
遮那藤麻呂「宮城遺跡」―小池 。宮城・神送塚 飯田教委 1974
佐藤「駄科北平遺跡」飯田市教委 1976

5  大沢和夫・遮那藤麻呂・佐藤「内山・花ノ本発掘調査報告書」 飯田教委 昭43

佐藤「小池遺跡」′]ヽ池・宮城・神送塚              ″   1974

 ヽ  佐藤他「前ノ原・塚原」                   〃  1975
6 ・今村正次「田村原遺跡パ トロール概報」         豊丘村教委 1976

城本屋遺跡縄文中期末葉住居址切 りあい関係一覧表 (表 3)
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縄文中期末葉の上器

城本屋遺跡出土の縄文中期文の土器は全体的にみると加曽利 E期後半から終末期にいたる新 しい要素

をもつが主体 となる。下伊那地方の加曽利 E期の土器についての編年 は確立されていないが,本遺跡の

住居址の切 り合い関係から,一応 I～ Ⅳ期に分類 を試みた。 これは諏訪地方の編年 I～ Vの分類 を尺度

としているが,土器の様相は異質である。中期中葉末の伝統 を強 く残す ものを I期 とみたが,本遺跡で

はない。 Hに 50号住居址の頸部の くびれの強いキャリパー形の深鉢 (図68の 20)がある。口縁帯文は隆

帯による櫛形区画文,胴部 は地文の縄文 を切 る懸垂文で飾 るもので本遺跡では住居址の切 り合い関係か

らみて古 いタイプを代表するものである。

｀
Ⅲは下伊那地方の加曽利 E期の一般的にみる土器で, キャリパー形の深鉢が主体 となり, 日縁帯文は

渦巻文つなぎ, ワラビ手状文 を介在 して楕円区画文 をもち,頸部に押引突刺文 をめ ぐらすが多 く,胴部 ,

は地文の縄文 を切 って縦の沈線, または長楕円文 を施すが共通的にみ られ,次いで回縁帯文が楕円文つ i

なぎとなり,胴部は縦の沈線で切 る区画 を綾杉文で, また隆帯の区画文の内部の縄文の地文に波状の懸

垂文 を下す文様が盛行 して くる。

Ⅳ期になると深鉢は小型化 し,頸部の くびれは弱 く,口 縁部の開 きも少な くなり,頸部の くびれをも

たぬ小形深鉢が多 くなる傾向 を示 し,文様の退化がめだつ。口辺部 を肥厚 させ,縦の条線文,縦に切 る

沈線区画 にハの字状文 を施すが主体 となり, また縄文のみの図61の 15例 があ り,無文土器はみられない。

縄文後期初頭にみる要素 をもつ土器 も出現 している。

石器の出土量は多く,各遺構出土石器を石器一覧表 (表4)に まとめた。縄文中期末葉の石器は住居址

による出土量,器種の差は大きくみられる。水田造成時に削りとられ,僅かに炉址, ピット内に残った

もの もみ られるが,そ れは別 として,土器出土量 とほぼ比例 して出土 をみている。 これは住居址の建替

え,建増 し等による移動 を示すもの とみ られる。

本遺跡で最 多量の出土 をみた 2号住居址の床面出土は,打石斧32,磨石斧 4,横刃形石器 11,大形打

石斧 1,敲打器 4,台 石 1,石皿 5,磨石 4,砥石 1,凹石 1,石錐 1,剥片石器 2,石錘 3,石∫族5

と海浜石 1がある。特殊な出土量であり, これ らの他覆土出土量 も多い。中期末の石器の器種 とそのあ

り方 を示す もの として注 目されるが,石皿が床面 より 5こ ,床上 10∽ より4こ ,計 9こ の出土量は異例

である。

ほぼ住居址の形態 を残す ものでは33号住居址 (土器小片 と石皿 1こ の出土のみ)例 を除いては,打石

斧20こ 前後 とその約 3分の 1の 横刃形石器が次 ぎ, これが主体 となつて,他の器種のい くつかを欠 くも

の もあるが,石器の機能が らみて大 きな差 をもつ とはみ られない。磨石斧出土は11住 居址で20こ である

が多 くは刃音卜を欠 くことが注 目される。

狩猟,漁榜具 とみる石夕族・石錘の量は少な く,石鏃は10住居址で19こ ,石錘は14住居址で23こ である。

器石
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採集用の土掘具 とみ る打石斧,穂摘み, また裁断具 とみる横刃形石器が主体 となっていることは,下伊

那地方の加 曽利 E期 の生活基礎が採集に比重がおかれたことを示す もの といえよう。狩漁扮具用右器の

少ない点につ いては,飯田盆地に自生する良質な竹の存在を考慮すべ きであるが,今後の課題である。

石器の材質では,打石斧,横刃形石器,敲打器は硬砂岩 と緑泥片岩であ り,チ ャー ト,片磨岩による

ものが稀 にみ られる。磨石斧は輝緑岩が多 く,石皿,磨石,凹石 は花商岩で, 2号住居址出土石皿の 1

こに玄武岩がある。石 ヒの出土は僅少で土城 11号出土のチャー ト製 を除いて硬砂岩 と緑泥片岩であ りず

黒曜石 を使用 して いるのは石鏃 と石錐 と剥片石器のみで,量的にも少ない。石器の大部分は,赤石山系

の天竜川の河原で容易に得 られる材料によっていることも下伊那地方の特色 といぇよう。

城本屋遺跡石器一覧表 硬…硬砂岩,緑…緑泥片岩,輝…輝緑凝灰岩,花。・f花聞岩,黒…黒曜石,打…打石斧
横…横刃形石器,敲…敲打器

(表 4)
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遺構
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10.0

18.5

8.0

9.0

7.5

6.0

5.5

3.5

4.5

4.0

4.5

3.5

4.5

3.0

3.5

3.5

4.5

4.0

4.5

4.0

3.5

4.0

4.0

4.0

10,0

8.5

10.0

9.5

9.5

150

120

llXl

80

75

106

81

86

85

186

99

85

71

45

71

107

知

170

137

175

108

79

床

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

″

不 明 砂 岩

6.5

20.5

9.0

9.0

135

1060

３．

～

４３

石 皿

石

'族

ｉ
”
　

　

里
“

27.5

9住 13

14

15

16

17

18

19

20

21

lT

石 錘

敲

凹 石

打 石 英

緑

緑
″
硬
ｌ
″
午
花

12.0

10.0

15.5

11.5

4.0

12.0

8.0

H.0

12.0

4.0

4.0

4.0

4.5

8.0

4.0

10.0

4.0

4.0

H0

56

216

108

92

260

395

86

140

床

覆 土
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遺構

図
番
号
五 器 種 材 質

長さ
幅

”

重量

9

備 考 遺構
図
番
号
五 器 種 材 質

長さ

躙 備 考 遺構
図
番
号
X 器 種 材 質

長さ
幅

”

輯

９
備 考

16住 ８

２４

２５

２６

η

８

２９

３０

３‐

３２

３３

譴

３５

３６

３７

横

石 錘

横

磨石斧

敲

磨 石

錘

石

石

凹

覇
瞑
　
″

″
　
」
豚
　
″

″
　
惚
呼
　
″

″

硬

花

″

硬

5.5

5.5

6.0

7.0

4.0

4.0

5.0

5.0

18.0

18,0

14.5

3.5

8.0

4.5

8.0

４２

４２

７２

２０

“

∞

田

２

床 24住 打

石

'族

粘板岩
里

10.0

1.8」
29住

湯
１

１

　

追
１

２
23

24

25

26

27

28

29

311

32

32

33

33

横

敲

横

磨 石

打

・敵

横

敵

石 錘

硬

緑

硬

〃

花

硬

″

″
　
Ｌ
林
　
″

″

硬

緑

緑

5.5

90

75

5.5

4.0

12.5

13.5

10.0

H.0

10.0

H.5

4.5

9.0

4.5

8.0

2.0

45

9.5

9.0

4.5

3.5

4.0

45

4.0

5.5

10.0

2.0

3.5

‐３６

‐３０

６６

‐０５

‐０２

観

４９

２０

３０

覆 土
下 層

覆 土
中層

覆 土
上層

23住 60 ２６

２７

路

２９

３０

３‐

３２

３３

●

打

磨石斧

打

横

硬

粘板岩

緑

硬

16.5

11.5

n.5

n.o

9.5

10.0

9.5

12.0

5.0

4.5

3.5

3.5

3.5

3.5

4.0

4.0

7.0

■.0

床

化
む
―
―

す

Ｌ
す

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

15

磨石斧

打

磨石斧

横

凹 石

石鏃

輝

硬

緑

″

〃
　
ル
畔
里
“

″
　
網
収
　
″

21.0

H.0

■.0

■.0

10.0

8.0

7.5

6.5

4.5

7.0

2.3

80

3.5

4.5

3.5

3.5

3.3

H.0

H.0

9.0

9.0

1.4

lmo

100

109

81

50

46

195

96

55

34住 64 打 硬

H住 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

打

横

石 ヒ

機 器

石 錘

硬

片麻岩

緑

石

″

硬

″

緑

硬

曜

硬

里
“

9.5

10.5

10.0

9.5

10.5

1010

5.0

6.0

5.5

4.0

5.0

5.0

5.5

7.0

4.5

3.0

3.5

4.0

7.5

6.5

8.0

9.6

2.0

5.0

２６

４０

∞

５５

７０

８５

５２

●

５６

４６

Ю

４６

折

折

33住 石 皿 花

42住 14

15

16

打

″

横

聾
杯
　

″

　

″

4.5

3.5

8.5

∞

２２

９０

36住 7

8

9

10

打

磨石斧

石 錘

石 皿

輝

硬

花

緑 10.5

8.5

16.5

6.5

31.0

3.5

4.5

6.0

5.5

24.0

６５

４

５０

９５26住 9 砥 石 砂 岩 225

27住 22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47 石

皿

凹

石

打

横

打

硬

緑

硬

緑

花

花

105

9.5

11.0

10.0

12.0

12.0

■.0

10.5

11.5

10.0

8.5

9.0

5.0

6.5

10.5

10.0

12.0

10.0

10.5

10.5

10.5

n.o

10.5

9.5

8.5

6.5

36.5

「

叫

６‐‐

７３‐

９０‐

７０
‐

州

９３
‐

５２
‐

５７
‐

６５
‐

４５
‐

５２
‐

翻

珈

６５

２
．
５

‐２５

７６

９０

“

９０

８６

２８

４９

４９

．４
．
５

“

３
．
５

３
．
５

３
．
５

４
．
０

３
．
５

４
．
０

３
．
５

４
．
５

３
．
５

４
．
０

８
．
５

８
．
５

３
．
５

４
．
０

５
．
０

３
．
５

４
．
５

４
．
０

４
．
０

４
．
５

４
．
０

２
．
５

４
．
０

４
．
０

２８
．
５ 遷去沓

35住 凹 石

37住 16

17

18

19

20

21

打

磨 石

横

硬

片麻岩

硬

70

9.0

4.0

4.8

8.0

10.0

315

350

120

175

70

100

折

17住 打

石 錘

Ｌ
藤
　
″

10.0

6.0

4.0

5.0

18住 硬

19住 27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

12

13

打

横

磨石斧

石 錘

磨 石

磨 石

不 明

石鏃

″

硬

緑

硬

花

緑

黒

黒

誦
嗅
　
″
　
」
秘
　
″

9.5

■.5

13.0

■.3

.10.0

10.5

10.0

8.5

8.0

3.0

5.5

3.0

14.0

7.5

■.5

4.5

7.5

2.3

4.0

3.5

3.3

5.0

4.0

3.0

3.0

3.5

3.5

10.5

10.0

9.0

5.0

4.5

8.0

6.0

1.2

1.3

“

８５

００

73

92

62

H5

58

38

61

81

29

360

79

120

床

″ 折

覆 土
上 層

上層

38住

∞

３‐

打

棒

錘

石

石

緑

花

硬

折

39住 ３６

３７

“

３９

打
”
　
″

　

″
　
赴
臥

硬

緑

硬

10.0

9.0

14.0

19.0

7.5

4.0

6.0

4.5

‐９

６

２

η

折

4唯 3

4

5

打
”
　
″

　

″

硬

砂 岩

n.5

19.0

17.0

"0
800

1150

土覆

41住 打 緑

砂 岩

9.5

n.8

12.5

4.0

4.5

3.5

62

13.5

310

床

″折

43住 68 石 錘 硬

50住 横

″

打

硬

″

緑

6.5

6.0

12.0

9,0

7.5

3.8

７０

５３

８７

拓
ゲ
　

〃

　

″

2唯 7

5

6

横

,打

硬

緑

″

9.5

n.o

ll.0

12.5

3.0

3.0

劉

７０

７２

51住 68

40

打

″

横

鏃石

粘板岩

硬

緑

11.0

9.0

8.5

2.0

2.7

3.5

10 3

1.3

４５

７５

０29住 “

‐
１

１

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

打

横

敲

凹 石

石 錘

石 棒

磨石斧

打

ｗ石

緑

硬

緑

″

輝

硬

知

緑

硬

緑

”

10.5

5.5

4.0

6.0

■.0

5.0

5.5

10.3

12.5

14.0

3.51 96

7.01 45

10.01 60

6.5125

7.01 83

2.01  8

4.01 62

3.01 66

2.O1 40

「

［一一

21住 17

18

19

5

8

積

磨石斧

石 皿

石 皿

遍
収

颯
い
　
″
　
十
化
　
″

6.0

7.5

8.0

17.0

17.5

7.5

6.0

3.5

14.0

26.0

82

210

65

折

風 化

45住 12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

打

″

″

″

横

″

打

″

″

横

緑

硬

3.5

6.0

4.0

4.5

12.0

5.5

4.5

4.5

4.5

12.0

75

368

99

260

127

120

H0

72

120

折

沐・炉

24住 ２５

２６

２７

８

２９

∞

打 硬

″

″

緑

硬

縁

4.5

4.5

4

3.0

3.0

4.5

７７

８２

４２

∞

７０

５６
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遺繹

図

番
号
五 器 種 材 質

長さ
幅

ｍ

重量

9
備 考 遺構

副
野
摯
五 器 種 材 質

長さ
幅

“

鰻

９
備 考 遺欄

図
番
号
五 器 種 材 質

長 幅 重量

9

備 考

45住 横 硬 769 床・炉 49住
‐２

‐３

‐４

‐５

‐６

‐７

‐８

‐９

年

２３

打

横

石

'族

緑

硬

12.6

11.0

8.0

11.0

6.0

5.5

6.0

10.5

3.0

4.0

3.0

8.5

7.0

8.5

9,0

14.0

７０

８５

四

５０

∞

７５

姻

部
石

″折

Ｌ

集

3本

３‐

３２

”

“

３５

３６

３７

２６

lr

石 錘

石:族

一破

″
　
″

最
）
″
　
″

顧
ヽ
里
“

13.0

12.5

10.0

13.5

■.5

9.0

7.5

2.5

4.9

4,9

4.8

3.7

4.8

3.7

5.2

1.3

131

120

ll18

165

127

71

96

部
石
Ｌ
ヽ

49住 22

23

24

25

26

27

28

29

311

31

32

33

34

35

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

打

横

敲

凹 石

打

緑

硬

輝 緑

花

硬

緑

13.0

■.0

n.o

10.5

10.0

9.5

9.5

11.0

4.0

5.5

6.5

14.0

14.0

9.5

11.5

9.0

8.5

9.5

10.0

9.0

13.0

H.0

10.5

H.0

■.5

4.0

3.5

4.5

5.0

3.5

3.5

5.0

3.5

10.0

9.0

5.5

5.5

6.5

10.0

4.5

4.0

5.0

4.0

4.3

4.0

4.0

3.5

4.0

315

3.5

104

H0

71

90

59

50

61

68

611

66

69

68

∞5

82

76

64

75

80

75

66

74

82

58

80

ΥI

″折

上部
集 石

″ 折

″ 折
上 音6
集 石

±

１

5

6

7

8

9

10

打

石 錘

横

硬

ザ¬r―ト

硬

14.5

16.0

9,0

6.0

5.0

4.0

5.5

6.5

5.0

3.5

9,0

9.0

獅

脚

“

５５

９９

ｍ

52住 15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

打

半磨製

敲

横

石 錘

打

硬

硬

緑

硬

n.o

9.0

13.5

9.5

8.0

H.5

5.0

4.5

6.5

5.0

6.5

3.0

12.0

n.o

H.5

14.0

4.5

4.0

3.5

4.5

3.5

4.5

12.0

8.0

14.0

9.8

4.0

2.3

4.0

4.6

3.8

5.2.

‐‐５

‐‐５

‐３０

７６

∞

知

硼

５５

‐８５

５６

“

９

‐０６

‐‐４

‐２０

‐３５

［『［「［「・，‐「，ｉ‐『「『「］‐］‐［‐［‐［「′，‐「剌『′′‐「【い］』

土

ｎ

19

20

21

22

27

28

29

磨石斧

打

横

石 ヒ

石

'族

輝

硬

チャート

里

14.0

14.0

5.5

5.5

4.0

1.3

5,9

4.0

8.5

9.0

3.3

1.0

H2

70

90

折

工
７
貯

穴

横 粘板岩

∞

３‐

３０

３‐

石 錘

石鏃

‐ ―
彎兜

各―ト

里

5.5

3.5

1.4

2.0

3.5

3.0

1.7

1.0

折
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とまV

帰牛原城本屋遺跡の調査は,第 2茨農業構造改善事業に伴 う工事区域の遺跡の南側 について行 なった

ものであるが,縄文中期末葉の集落 と縄文後期初頭,弥生時代,平安時代の遺構が発掘調査 された。

紐文中期末葉の集落は環状 となるとみ られ,住居址の切 りあい関係 は複雑 を極め,そ れ らの重な りあ

いから新 旧を明 らかに し,下伊那地方の中期末葉の土器か らみて, I～ Ⅳ期 を設定 し,城本屋遺跡出土

土器 をHoⅢ ・Ⅳの 3時期 と,Ⅲ ～Ⅳへの移行期 をおいて分類 を試みた。 これは今後の下伊那地方のこ

の期の編年への試みであり,今後の課題である。 また,採集経済に基礎 をおいた社会構造 と集落のあ り

方についても問題 を提示 したが今後の調査の積みかさねによって明 らかにされるもの と思われる。

縄文後期初頭の住居址は調査区域の北側に発見されてお り,用地外の北の果樹園よりもこの期の遺物

が多 く採集 されてお り,後期初頭の集落が台地の北側に展開されていたととみられ,中期終末から後期

初頭へのつなが りについての検討 をさらに深める必要 を感 した。

弥生時代の住居址 2を 調査 しているが,い ずれ も北の用地外にかか り,出土土器は小片で,中期阿島

式 とみるものであったが,は たしてその期の もの と断定するには資料不足であった。

平安時代の住居址 1と ,柱列址,時期 を明確 にできない貯蔵穴 を発掘 しているが,住居址の規模 は従

来の発掘例 と比べ小さ く,遺物は国分式の甕 1個体 と破片 1点以外はな く,特列 な住居址 とみ られた。

帰牛原台地での平安期の住居址は最初の発掘調査例である。

発掘区域の南側は砂 と泥の堆積層で縄文中期の住居址 を切 ってお り, その期以後の地形変化 を物語 る

もので,地形,地質の面で注 目される。

発掘面積2500■'の 狭い範囲に多 くの遺構群が発見され,多 くの課題 を今後に残す調査であ り,報告書

発行の期限の制約があ り,十分な研究,検討がなされない段階での執筆 をよぎなくされたもので,大方

のご批判, ご教示 をおねがいいたしたい。

おわ りに,発掘調査 にあたって調査員今村正次先生の献身的な御協力,地形 。地質に矢亀勝俊先生の

遺物遺構 について大沢和夫先生,今村善興先生の御指導があり,地主の ご理解 と作業にあたられた方々

の熱心 な作業態度が大 きな力 となったことに深謝 したい。
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調査員    今村 正次  吉川 五郎
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今村 善興  長野県教育委員会文化課指導主事

4.事 務 局

下岡 理則  喬木村教育委員会総務係長

田中 君子  喬木村教育委員会社会教育係主事

林  定保

5。 作 業 員

北村 重実   福島 明夫   牧内 佳子   西尾多二郎   松沢 道雄

木下 国人   羽生  彰   大平 あや   二石 幹雄    溝呂木修策

原  重治   下平 園枝   木下い しえ   羽生  臣子   木下  かね
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図38 城本屋遺跡 2号住居址出土遺物 I(1:4)床 出土 -55-



図39 城本屋遺跡 2号住居址出土遺物 H(1:4)

1～ 12… 床面,13～ 21… 覆土
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図42 城本屋遺跡 2号住居址出土遺物 V一石皿 (116)
8
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-60- 図44 城本屋遺跡 4号住居址出土遺物 (1:4)
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図47 城本屋遺跡 5号・ 6号住居址出土遺物 (1｀ :4)

1～ 14… 5号住居力L,15二 261・・6号住居力L
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1～ 7…床面, 8～ 22… 覆土下層
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図54 城本屋遺跡15号住居 l」L出土遺物 I(1:4)
1～ 21床 ,22… 覆土 ¨
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図58 城本屋遺跡19号住居址出土遺物 (1:4)
1～ 10… 床・炉,11-19… 覆土下層,20～ 26… 覆土上層
27ァ 38床 ,,39～ 42…覆土下層
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4号住居址,土城 9,10号 一
手前中央が土J広 9号,右が土 j広 10号,上が 4号住居址

39号住居址

4号住居址

46号・47号住居址 (中 に切 りこむが46住 )

9号住居址 炉址 49号住居址 炉址
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18号住居址出土深鉢

8号住居址出土浅鉢

35号住居址 出土深鉢
45号住居址 出土 ミニチア土器

城本屋遺跡出土土偶 7号住居址出土吊手土器の吊手部



2号住居址出土石器 1

・
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2号住居址出土石器 2 2号イ主居址 IPI Jイ f器 3

土拡 11号出土組文後期土器
48号住居址出土土師器甕形土器



図版 4 発掘スナ ップ

H ilム :||:く

緩
:ザを
1‐仄

'‐摯 ′ … … …
 ‐

犠

事

|:華髄
武 11ゝ1機 電ヽ



t(::

農業の近代化 を目指す第 2次農業構造改善事業が,昭和51年52年度に亘 り帰牛原

地区で実施されることになったので,事前に担当課である産業課,並に南信土地改

良事業所下伊那支所 と協議,県教委文化課の指導 を受けて発掘計画 を立案 し,昭和

51年 5月 26日 文化庁に対 し,埋蔵文化財発掘届 を提出, 7月 22日 より発掘作業に着

手 した。

城本屋遺跡は帰牛原の西北突端の位置にあり,かねてから縄文弥生時代の豊富な

埋蔵文化財の包蔵地 として注目されていたところである為,慎重綿密な発掘調査 を

行なった。

調査事業費は総額 344万 円で,その70%を農業構造改善事業費の中か ら負担金 と

して喬本村教育委員会が受け,残 り30%は文化庁及び県の補助金 と一般財源で補な

った。
ヽヽ

今回の調査で予想以上の住居址,土器,石器の出土を見ることができ,本村の埋

蔵文化財調査記録保存のため大 碁な成果 を収めることができた。

この発掘調査は水田があったため,構造改善事業着手時期 との関係で,土地所有

者には土地提供について非常に大 きな理解と協力を頂いたため,調査が順調にでき

た訳で有難 く感謝に耐えない。

調査作業については酷暑の中で団長佐藤甦信先生,調査員今村正次先当濫 始め作

業員が真黒に日焼 して調査 を進め,県考古学会長大沢和夫先生,県地理学会長矢亀

勝俊先生,県教委文化課指導主事今村善興先生の適切なる御指導等により調査が順

調にできた次第であり,特に出土品整理 復元,報告書作製については終始熱″ら、に

当られた佐藤先生 ご大妻のご努力の賜であり調査完了にあたり各位に衷心 より敬意

を表する次第である。

出土品については関係各官庁に届出を終 り,現在喬木村資料館 (旧中央保育園 )

に保管中である。

日召希日52年 3月
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喬 木 村 教 育 委 員 会
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帰 牛 原 城 本 屋

― 組文中期末葉の集落 を中心 と し
・
た 一

昭和51年度喬木村帰牛原地区農業構造改善事業

埋 蔵 文 化 財 発 掘 調'査 報 告 書     .

1977:'3

長野県下伊那郡喬木村教育委員会

印刷  株式会社  秀 文 社
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